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船体はポール遥水墓上を

滑らかに滑って行く
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1個鴬り約10唾である。／、

左下

右下一進水塗先端に於て保距具は水1I1に落ち、ポールは網髄の
'l』に落ちるO･

一

‐

’ 一 一



夕

ノ

～

＝

" 各種，船舶ノ

陸舶用諸

鐡構工事

～

新一造並修理
8

機械製作

土．木建築．業

浦賀船渠株式會肚

本、上

浦賀造船所

横演工場

大阪出張所

東京都中央辰京橘一丁目四番地

r'l!奈川縣横須賀市杼戸六番地

横演市叩li奈川厘大野町二番地

大阪市北厘絹笠町堂ピル八隙

1

－

髄話京橘(56);196g:
電話参議＃5757
電話耐奈川401．441

電話堀lil491

h

、

、

一一

口

〆

、 ｜
｜

’

一



－

ず
＝

〃

ノ

一

一

達三

’
一一コ

肚
驍。＃
本
呉

Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
肱

営
業
種
目

各種一船一舶の新這並・修理

陸舶用汽識、汽朧其他諸機械並賦風品製造
各種.給舶の.修理及サルウェージ

－

に
一＝

－~－

~

播磨證鰡
株式

研含流
、取締役献畏樹尾．魂

＝

ー

兵 庫縣一相生市

爵讓縣繍英鶚壱四庫宇幾這重晶驫
詮驚千篝田溺幾呈売龍容冒本豊籍
電話銀座(57)一七一六、二七一四・、六九四四番
稗戸市生田睡西町興銀.ピル
醗賭元町九一七、二六二四巷

ー

本 斌

臭船渠

東京事務所

群戸事務所

〆
』

’
」
己

蔀
八

<譲姜I

赫 撫… ’
畷

一一

砿緬茅‘場町（66）三七三二番

。 機
機

直’
1

1

▲
■

名

●

● 戸
I

C

缶廷

粥
口

句句句

／

明
立
式
時
間
１
ヰ
ッ
チ

ｑｌ
ｌ

JLJL

『

』

明立
盛業所・I

会i辻
東京都品川座品川五ノー八

砥話大崎（49）三六八五番L 一

、
I

I



■

ノ

I

且

ー

、

〆

、

グラ･ビヤ富眞 造船に於ける多簸生噂(三）・………｡｡…堀元美…23

新カロニア雛･･……．．…･……･……．．･･･零．担宮一眞…31
浪入の癌言C黒●………………...…つ''1むこじ…33
陽心丸引揚作業･…･･…･…･……．．;....……藏野楠雄…35
横演造船所のボール進水装置…･…･･…･･･………･…･･…39

努需物賛の翼状をきく…………………･･薙沖・義雄…40
國内ニュ'･･･ス………･･……………､．'．．……………………42

海外ニュース･…･………･…………･･･……………････､｡…43

海ﾀl鼓術養料最新航海器械…･･･…･…･……･…………“
Q.andA.…．..．…･…:…………･･恥…･………………･46,

海延會蔽-･躍表………．.………………･…･…･…････……野

新造船--篭表.編集後記…………為P･．……………．､｡…48

新造船箆眞集及進水境旗…．．………････……･･･，…･･･…･･･2
雄洋丸船尾部進水結合篤眞…………．.…･…･雫…………6
捕鯨船南氷洋に活曜-.……･･…．．…･-…..･､…….…...…8

船内装・鮒………．．;…………N……&…･…･-．…･…10
カロニア雛･･･…．．…･･･唾………････．．…･…．．…《･……･11
歳車渡船････｡….．…･………齢･…………….･島…．.理
ボ．－ル進水………･･･……･･…･…．．……･……………15

本 交

諸車渡船〔前”…･･……………､山本獺…18

船型試瞳について･･･…･･･……………･･･…谷口中･･･24

雄洋丸船尾部進水及結合工事･･で…………矢吹宗秋･3．26
、

I

11

■

Ｉ

I

r－可一r~-
で

一

‐
』

lJzZ

、

I

,舜土東京都千代田鹿大手･町二ノー（野村ピル）

寵話允ノ内(23)1830..2018．記81.3849.4909番
東京都足立圏柳原町詑1．．諭活足立3376番
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幽綴繍竃’

瞳塗争塞と 《

多

拶

令

勃の謹識誰具として，大量長距離燭助は鋸舶により，白いものと考える。

津距離貨物I職道で,短距離貨物は自動車を使用するの 然らぼこの諸車認鋸にはどんなものがあるか，ここに
‐？。

が物の運邊の常識である。然し鐵道及び自動車翰邊の場一いろいろ分類し紹介して見よう6

,.,,車輌穣卸方法による分類‘(雨匪職迦と舷‘合這も，海峡叉は河11湖舞によってその通路力薮醗籔され

定_!)或は相當の迂同をしなければならぬ箇所では，橋叉1
側積卸型船）〆

鐘水底腱道のない限り，船を仲介してこの水路を横断し‐
tz短諮する方法がしばしぽ誌ぜられる。この場合に水際諸車渡船は糠ね河川繊勤に多く使用されるから，蝿普
-i銭軍又は自動車から貨物を坂卸して船に裁替へ，これは雨岸の渡船場前面水域で旋同運動をせずに船首から入
を對岸に蓮んで再び貨車や自動車た鑓へることは時間津してそのまま繋留し,出津は船尾を對岸に向けてその
と經費を徒に菱し,然も荷傷も相當にあるごとを錦しまま對岸の渡船場に達するの力握も能率的でこの方法が
'転げ富れぽならない。この煩墳と經費の節約並I轆謹塔間普壷行はれてゐる｡かかる蓮航をするために船の雨職
の短縮を計るために計謹された曲率輔航邊で,鐵道車同形としたいほゆる雨頭船①oubleender)にする｡こ
鰯を蓮ぷものが列車渡鐇(TrainFerryj米國ではCarの型の船では諸車は一方交通路と同様に乘船した方向を，
重セェry)自動車等の諸車を運ぶものが諸車渡船(VehiCu-そのままにして對岸に上陸し得るのである。

1arFerry)といほれてゐる。然し泌溺普場の河岸の關係上り泌譜が河岸に直角に繋譜
列車渡諾は1851年英國エジンパラのプアース･‘オブ‘することができないか叉(¥渡船場前面の水洗が潅船を河
フォースを識断じて,現在めフォース大鐵橋のある庭に岸に直角に繋留ずるのに困難な場所では,渡船は河岸に
閉始され，それ以來世界中大河湖水，港湾，海峡でこ兼行して繋留ずる。從て諸車は舷側積卸方法を行はなけ
諭盛垳ほれた。我國においても關門海峡において隆道がれぱならない。かかる積卸方法を行ふ涯譜では諸車は甲
麗通詞戸るまで貨車を舟罐Lてゐた｡現在は瀬戸内海を横板上で方向を鱒ずる要があるので操車には可成不便であ
"1Lて宇野から高松へ,叉青森･函館間に列車航邊を行ろ｡qJ 巳

ってゐる。この列車航邊はいはぱ水上に鐡路を敷たと同 2．船殻椛進上の極登なる諸車渡船｡，
唾であって，覚物は鴎から際までの運邊である力島さら
lご騒邊方法として最も理想的である｢戸臼から戸口｣の 上記のごとく諸車渡船には雨頭船が便利鍵あ數も多
蝿壷､j-るのが諸車渡§皆である6い。その他は普通船舶型の鰐である溌車輔を搭職する

諸車渡譜は欧洲では英慰'及びデﾝﾏー ｸで多く行はれ、爲に普通艇とは非常に違った庭がある割Iここに大形b自
米園においては大河や湖水や海の露入じた虚が多く,そ動車渡船に就て少し述べ脅券よす。‘
れに自動車の往卿:おびただじいのでこの壷の船が非常英國の鐡這會職の蓮維紹は,,以前から自動車族行者ら
にまし，いろいろ塗った型の船がある。中華民國上海爲に自動車を揚覚機で甲板渡として輸邊してゐた。1930
市稔渡に自動車2鋪をのせる經航，10鋪をのせる濟航が年タウンセンド兄弟迦識會杜(TownseildBrothers
ある。その他の國でもこの種の船がある｡我國で渡し舟FerrieSLtのが浦海艇を改造してフォード("Foxde''
に客と共に祢車が渡されてゐる風景費見るこ‘とがあるがS.&S.R.Aprill93の郷する,自動車29鞠と乗客
これと同じような幼稚な方法で，平底船に甲板を張りつ168名を繕城する自動車i鰯爵をドヴアー･カレー間に就
塗て自動車が自力で乘下船し得るようにしたもの力鎗/ヤ航させた｡､この船は艦尾に幅9沢の舷門があり，ここに
参やﾙﾏにある｡我國では罐者の知る範幽で若松｡戸同幅長さ6爽の鰈番付弱打板橋(FIapbridgのを坂付け
畑間を運抗してゐる第八及鋤”かと丸がこの種船の最て舷丙の汽動車地で揚卸を行ってゐる。自動車格納場の

も良く船である。有敷幅ほ26次でこれで自動車の方向韓換には十分であ
諸車遮艦はその使用方法と使用箇所によつ℃いろいろるといつ莚ゐる6

の型や機遥があるｼ勤らその研究鵬船家にとって可成面この自動車雌の運航開始に刺職されて,サザーン鐵
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毒第1図米国の舷側蘋諸車渡船

側・』とrご凹励ツ“HP）

一興診……二

I

銘2回・米国の画面侭型認軍渡船
／戸凸z…雌gシα“たE冗必」’

、

全長"|是太幅｜深｜推進器|鰯力’機闘種類|搭
Ｔ
ｌ 通航場所載逓

，過

〔蕊1圖〕 108'､｜βgl5'|螺旋|601鼻ゼﾙ|自動車52INatchezMis=
";"|,6513016111651"|鳥動襄細､SanToag琿回垂
B

種(鞘動車27輪と31席のバス3楠を搭載するオート出入口のある頭端式の船であるから,上陸の際,車輌の．
＝キャリヤ(@iAutOcarrier.”總噸数822噸S・&S､R.方向嘆隠奥を容易にするため中央磯關函壁の前後に直涯20

!March,1931.)をフォードの獄誠した翌年同じ航路に就．災のターンテーブルを設けてある｡‐、七

航させた。この船は5漣揚貨機2蕊で,普通の荷役方法この譜は自動車も犠邊するが,旅客楡邊が圭であるが
“によってゐるから諸車渡船のよさがない。 ら，車輌甲板上12沢6吋の位鍾に遊歩甲板を全園こ痘Lpf

l936年ペルギ時國有鋤薗は25年前Iこ建遥したピーユ．って設け，これに優秀なる客用誰這を設けてゐて,族客
ド｡リエージュを改造してロシドン･イスタンプル("Losを約1500名收容しうる。
wndon-Istalibul''総郷蝋2,800.'S.&S･R.mug.193句デンマークではコルソウニポル鰹orSor-Nyborg)"
と改霧してドヴｱー･ｵｽﾃﾝド間に就航さぜた｡同艦に列車濟捲が鋤してゐろ力ず近年自動車の往来力燕に
は舷側に9次×8呪の舷側出入口を設け'ここに羽打板なっ平来ただめ,これに對應して,ユ931年ﾊｲぶダーﾙ
籍を取付.け，嶋殻惑肋揚貨磯でこの橋を蝿印し得るよう("Heimdal''L.o.a:､73.5米,B11．7米遮カユ3麓
にしてある。との船は端艇甲板'､船橋襖甲板及び上甲板M｡SIJan.1931.),と繩冒ろ自動車"f4'50蒲と族客
"の各層に西つの自動車格納庫を履き,各甲板間には牛蓮．500名を塔戦する船を就誠させた。この船はその船首尾
,30沢の曲路を持つ極斜路(Ramのを設け』自動車が自に犬形の蝶番付扉を設け，これを通って自動車が出入し
力で上下し得るようになってゐる。なほ同船には70名鍔るいほゆる質邇式の船である。
．を收容し得る負堂と，2人部屋14婦人擢蕊17男子鍵、同じ年に同國國有鱗薗はカルンポル．オルプーズ
｡蕊40逼蕊手渡蕊26を有してゐる。f.(KalundborgAath,is.)間にｶルンポル(L257',B39'
更に大ｦ彦の船として,､1939年に英國ｽｺﾂﾄﾗ'ﾝドの9'',D24rl1"速力15節血S,Sept.1931)･と識する
宝,､ランレール〈StranraeOからアイルランドのﾚルン普通識日型の船奮就航させた。この艦は族客1200名の
'<Larne)間噌9浬に＄總噸数2197噸(L306',B48',外に土甲板の大部分を自mb車格納場にしてゐる。その出
sD16'6'′速力19節)･のケリンセスdグイクトリア入.口は格納場の最前，最後の雨舷側に舷門を坂付けてあ八

("PrincessVictoria''S・&.S､R・July.1939.)力蹴る舷f!|賦卸式の船である。
?航し違從來同航路は普通の連絡雛を運航してゐたが，叉1936年にはｽｳｪーデﾝのゴーﾃﾝプﾙｹとデン
:近来自璽陣旅行者の要諦があつ己自動車80楠を上甲マークのフレデリクス釜､-．プン(G6tenborg-Frederiks-、、，

havn)との間,50浬にクロンプリンゼスサン．イング
楓菖搭戦し得るこの船が蜜現したのである。

､誹騨割麓磯購難蕊駕篭塁繁概要讓謡鶏篭震蹴淵
建とである。擢赦自動車の縛動防止にほ車遁の雨側に鋼力衝雛された｡同船の上甲板を甲板間の高2.6米の車輌
･索塾張り,:これに榊輔を緊締する｡叉この舷は船尾に甲板とし,ここに乘用,蛍物,乘命の各種自動車約30
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－船の科畢一
ノ1－

。／‐

輪の外，150額の自轌車又＃ま雑種車を塔載するごとがで

きる｡藷車の出ｽﾛは舷側に設け,蝶番付銅打板橋を取
付け写ある卸I穣卸零艦である。客用諸室は車緬甲板の
、上下暦各甲板に設け700名を收容し得る。／

自動庫の重豊室につれて,この種の船力哨加することは當

然であるが，谷国醗裁道で列車航逢を行ってゐる虚でも，

その列車渡譜に自動車を塔戦すること甦考へ，カナダの

フ・リシス9エドワード鴫に到る渡錯シヤ画シ,トタウン

<Charlottetown總噸数3,385S.&S.R.May,1932)

・にほ40デ50輌，叉ドグアー・ダンケルク間の英國列車
=鞭識ドウイケンハム・フェリー(@"wickenhamFerry'
L-356',B､60'5'',D､20'0''，速力17d8節S､&S1R･

Oct.1936,)には遊歩頃板に塑鋪,X1941年北米ミ

、*

卓

魔に航行するアイランダ字e@ISlander.''I,64'10'',B29"

6",D8'6''，吃水4'6'',．速力､9哩/時M.E.June,.
193鋤という嚥頂彫沼がある｡．・ 蛭、

船殻は第7圖に見るごとく簡易で全姪撰で造られてゐ‘

る。この船は旅客150名を塔戦し得る湖その客席は航，、
邊車の多い虚には開け放してそこにも車輌を格納し得る
きうにしてある。この船の自動車塔載量ほ'0~''輔で乳

ある。

上記の趨勢をみて，自動車を稜荷のまま或は自動車族
行者と共に航逢することは,我國においても謄來道路の
改修並に自動車の護達につれ,特に離嶋との交通の緊密
化によって,'柳読蔑展するもの･と謹観される。ことに貨。

物自動車の航邊は,その利黙が列車航邊の場合苧同穰に ●

シカン湖に就航した列車耀浴シティ・オブ・ミツド‘ラン

If(.@CityofIWdland.識頓数6,000,S.&S.R.･uly,
］“1．〕には貨物自動車鋤輌，或は乘用車50楠を塔
種L得る設備を持ってゐる。

‐瞳認め列車渡鋸の自動車格納場はすべ尋で車輌甲板よ'，
上厩の甲板にあるから，自動車の乗降用として別途に傾

斜路のズップロ戸チを設けてある。C以上の参考岡は口

繕湯戦寓鍵第3岡より第6岡まで参照のこと〕
タ

以上はう回蔭の自動車漉船について述べたが,fI形のも

あほ鍔こ甲板を張りつめ，，これ．に藷車をのせ,､運航方法
吃

縁綱渡しからガソリン機を備えたものまである。

ここに船殻の構遥の非常I要簡易な諸車渡船を一つ紹介

しよう。．‐

米國皐,ｼグｧｨﾗﾝドのグﾘーｼボー,､から一睡窪の
、

ただに短諾による走行距離の短論に止まらず，前述のご

とき稜替の煩墳を除き,荷傷を防止し從って梱包を簡易一
にし，戸口から戸口への理想的運邊を行ふ等多大の經濟

的利益をえ，庭に翰邊の合理化を計り得るのであるざ
〆 〆'

3．固定車輌甲板船と昇降車輌甲種船

・甲板が固定してゐるとか固定してゐないとかいふごと

は誠に妙1こ聞支るかもしれない力3との甲板といふめは．‐4

舷の織造上の犀板のことではなく，車輔を塔載する篤に
設けられた一つの構造物をいふのであって,孝くの場合。
職上の甲板をこれに鴬ててゐるさこの場所を車輔甲板
(WagonqrCarDEc吟叉は交邇甲板､fTrafficDeck>
といってゐる。

.河の水位が季節によって甚しい差"あることは揚子江
ノ、1
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やセントローレンス河など電よく知られてゐる｡叉潮汐方を採用してゐるが,ハンブルグのキョーッレプランドの
の水位差の大なる所も諸々 にある。英國スコクトランド渡船は往漠勤汽朧を桿髪観ごよって同様の方法を行っで
．，のクライド河もゴーウアン(Govan)附近で17爽位あ・ゐろ。

る。、。この昇降車輔甲板賭は特殊な條件のもとに造ぢれたも
｡

かかる箇所では，車輌を自らの車輪の縛動によって;．・のであるが，－殻の諸車渡船は皆固定車繍甲板船，即ち
;陸から船に載せちことは中舞困難であって,陸と船とを船の上甲板を交邇甲板としてゐる｡米國ニューヨーク市
つなぐ可動橋も非常に長くしなければなら厳い。もしかのハドソシ河及びイースト河を運航してゐるこの種渡贈
かる長い可動橋を造り得ない場所では車鋪甲板を船殻との中には,諸車と共に歩行者を織邊する溌が多い｡古L，
月i箇にして,この甲板を水位に應じて上下し鎌ように鴎この種の織皆ば交通甲板の南側に客席を設けてゐた漆’
する。この甲板を罫鋒甲板(ElevatingDeck)又は潮近來の船は交通甲板の頂上に鯵甲板を設けてそこ噸
汐甲板(TidaICarDeck)といひ，かかる甲板を有す室を造り’歩行者はその甲板より直ちに湾識場の二階の
る船を昇降車輌甲板鵬と藩することにする。待合室に出入L得るようにして諸車の乘降と交錯しない
文献('@Eeigenbalih-Fahranstalten.''､W.Cauer)によようにしてある。（口繪寓眞第9岡参照）

｜かば,峨素ﾃブ蕗ｿソの考案で,ﾅｲﾙ河を渡る罫迄の型の篝綿箪渡鰡瀧歩甲板に…蝉稜に：降車禰甲板の列車蝿を造って鐵橋の架設す-るまでアレ諸車を塔載rする二層甲板船であるが'米國フロリダ州，
キザン”茨｡‘力才戸間の列車を航邊してゐた｡この艦ジャクソンーﾙのセント．ジヨンズ河(Tii9St.

雷駕蕊黙競鳶職獣懸雲;､職懸に震2雪曹雲駕轍鐺亀
クと對岸レウイス(Leviのとの間にレオナル.ド?("Leo･る渡り栂を設けてあって，同時に自動車が乘降し得る

…畷;堂鰺懸鯛蝋｡謹誤蝋:‘纈繍飛蹴萎蝿Ⅲ｡RDec｡、、

：キヨールプランド(K6hlbranのといふ運河に同種の列、4．船殻の数による薩捌
車渡船α､36米,B15.5米，載貨量30瞳貨車6緬t

：が運航してゐるヂ諸車渡購は車楠の積卸に便なる篤と’その塔載輔数の
以上は皆列車渡船であるが,英國〃ライド河にはこむ多きを望む鮎から甲板面稜を旗くしてある。こと塵舷側
種の諸車渡船がある。この渡船はクライ,ド運航合同組合菰卸職は甲板上で鞠が方向純換をする必要がある”で,、

〃<ClydeNavigationTrustDの所有であって，その所厨特に甲桐繭を披くしなければならない。
甲板の有效面談を多くする篤には，甲板上の各園壁を船中1938科こ建造された第四諸車渡船(['Vehicular

FrryNo.4''S・&M.E.'Jan.1939.)､'に就で少し述べ挑くすると典に甲極上の突出物をできうる限り減じ壷た
てみよう。は舷側に収寄せるほか’船幅を魔くし’なほかつ車輔甲l‘

この船の寸法ほ全長82沢,型幅44呪,型深u蝿板の梁を型幅より犬にし'タ賑を朝顔型に麺曲するか童
，9吋,吃水9沢3吋で,双暗車を船首尾に備えた雨錘皆たは張出梁を設けて申板面を淡くする｡しかし艦の型幅
である｡昇降車輔甲板は鈑荊ﾃ製で，これを上甲板の両側を法外に厳くすると抵抗を増すから，同形船を＝艘ある

＝

守

測こ桁構造柱を建て,.ごれぎ稜工式桁にて連結した堅固な間隔篭置いて平行に併べ’その雨船殻を被覆して甲板を
｜撤議,′二れ零織鐙噸に……‘・縄￥鋤…糊聯騒…と共に"隣…
となる母螺を前記の車輌甲板に耐けて吊り上げ,このにしたものがあるbかかる型の船を二謹船Ca…軍、／

螺旋を電動機によりて同韓して甲板を上下ず_るの庵あ.typeorDouble"hullediype)と秘してゐる。モロッコ
で(蝋百年来との種の渡船がある。米國尋シシッピー河

，る茎かる箇所における水位の麹上憾緩慢であるから,車｡､下流池瞳,=ﾆー･ｵﾙ'一ﾝｽと對岸ｱﾙギー'鰺
輔移錘前に氷位に應じて調節し，車輔の荷重によ6て生間の泌皆アルギールス(,@"giers"MbE.､May.1925
ずる渡船の吃水愛ｲ汲び縦傾斜F執lﾉては陸上に設けた如噸階ニュー・オルリーンス）と，そこから少し上流の

≧の鵬に…",えた､…｡華"聯蕾繊寅蝋皐孟＃武総j戯鰯墓墓
、

迩打掴喬にて加減するようにしてある。

論船橋で行ふ､､ほゆるブリッジコントロールにしてある溌船力就航し定ゐる。
こ‘と恋あ‘る｡グライド河の諸車渡船はヂーゼﾙ電氣推進これ等の船は皆ﾀ潤鶏師剛峨世賦‘噸船あって,甲板
一グ．‐
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、進歩したものがおる。造れは船内に穰關
弓、

を備え,､雨渡船場間の河底に沈設した鐵
鎖を船内に備えた燐劃幾によってたぐり

一男－－－夕向

議嘉鵜欝鰐鶏憲鷲
S.&S・'RaApri1.1933)とサザンプトがグーや一－●

シ及びカウス町'(PowesFloating_Bridgeg.
S&S.R・Sept､1936.)にある。これ
,を浮橋渡し又｛ま鍵瀕渡し(FloatingBrid=

筆剛擶磯幕…"して榊嘩
心この種の船の艦殻は大磯箱船型で，甲
：板中心線部を佼邇甲板とし，その雨端侭
」‘’蝶番付の渡り橋(Prow)を取付け,雨岸
の斜面澱皆揚にかけ渡して車輌を銅峰さ．

’せる。船の中央艘鎗には機關を据え，亘
凄、こに鎖捲棲を備え，その雨舷側に鎖鐙章一言．

を設けて鐡鎖を捲く。カウズ町の鐵蹟渡

I船はデー ゼﾙ電氣機送備え，電動磯と歯
車を通唱至鎖捲車を動かすようになつ念

ゐる。綱渡式の幼稚な渡河方法もかくのごとく近代化さ
れてゐる。h

（後篇は次鏡掲細…〔三菱重工業船舶部〕，

1

｜

｜
’

､’

1

I

●

L

､

第10画カウス町の鐡鎮渡船

面磧を凌ぐすると共に繋留の際に外車を破損することを■C

防ぐ・篤に外車を雨船殻間に挿入してゐる。 Ⅱ

一一一一一一一一一＝一一一一ー一一－－－一一
2

q

I

次 號内容（8月淵一
●

波腿誠心とする緋職最簿の進歩…宇田.雲＝
●

識船と電力の諸問題………………………森朔諏
フランスの技術教育…………………･････‘遠山光一。
、。､、

諸車渡船〔二〕.．.………………･･｡…山本熈、
の

中

浪人の疲言(八〕浩船屋と材料屋………ついむこじ
■凸

一

舶用耀の發窪…….蕨.………………朝永研--｡郎げ

青函連絡船の修雪状況……………………器田義這
、

01

造船に於ける多避生産〔四)……｡.‘･……･･堀元．美

｡

讓受希望圖書

船'の睦史………….………………上野喜一慎曙
一一浬､

舶舶技術賓料第1集霧行

タンカー査料‘
』

’アメリカ大型タンカー約30隻の詳細参考賓料。

御希望の方はずく・船舶鐡竹協會まで御申込み下さい。

侭格一一郡40図’<遥料4図）
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緯瀧有利雲あ,毒鰯畢麹騒騒的に莞出し

た｡爵此鑑礒迄罐推進方式はすべて

外嘩によ・平亡あだのであるが1830
年頃にI餌螺旋推識操が疫用渥供きれ

始め,諭寿その擾秀さが認めらﾘｵ,鍛
關の發達高塞化と尖Iご益々 番及弓守る
IC到った。1839年瀝臓鍛初の鉱洋螺

旋准遙器附錘船デー寺ヂデ寡雛⑬26
3m,240T,580HP･X23rpm,誰遜器

′は歯車塘速で140rpm)が作られた。

霧護藤驚常塗繍MW
4371HP)で之は1843年進水,同年

1噸かぢ45年4月迄諏鹸が繼績さ
れこの間に有名な「軍艦ゐ網曳き試

，験」が行なはれﾆ。そして外車船ア

レクト號を打負かして此時以來英國
海軍ではすべての艦に螺旋推進器

を採用するに到った。坤0年頃に到
ってScottRusselにより造波抵抗

、.の理論が提出され，最小抵抗を奥へ
る船型が速力長さ等に不拘唯一一定
に存在するとゆう之迄z考への謀り
である事が明らかどなって來ナミ。こ
の緑にして漸蒔明らかとなって來だ
，船魁抵抗の複雑性と，螺旋繼進器鐡
船の謹逵に伴う船舶の大型高速化と
は，船の所要馬力の正確なる推定並
びに奥へぢれﾆ條件のもとに於ける
最良船型決定の問題等の解決を途,々
ノ切責なものたらしめた。そしてこの
時代（18”～186のに於ては，この
．目的の爲に笈船を曳航して研究する
とゆう大掛切な方法が採用されてゐ
た。WmiamFmudeがこの大げさ

，船型試嬢の専門的事頚についてぽものは英國ではラトラー雛(1100t,
錘に山縣博士の』名著〔船型試験法'4371HP)で之は1843年進水,同年
諜立疵1933)があるか．ら船型試職の1噸かぢ45年4月迄割聡が繼綴さ
原理や方法にaいでは鰯れない事とれこの間に有名な「軍艦ゐ網曳き試
Iき錘で陸纒型試験の沿革と去った方．験」が行なはれﾆ。そして外車船ア
イ面について鯉い氣持-E述べて見たいレタト銭を打負かして此時以來英國
と思う。 海軍ではすべての艦に螺旋推進器

迦世紀に入づて数力學が發逵するを採用するに到った。坤0年頃に到

驚繍麓灘蓬繍駕､孟嘉;墓臓愚鑑辮
読に開する最初の論文はSwenden-る船型が速力長さ等に不拘唯一一定一F弓

bOrgの@[AModeofDiscoyeringに存在するとゆう之迄z考岩の謀り
"p9w"bfVesselsbytheIAppEである事が明らかどなって來ﾅﾐ。こ
""nofMechanicaU'zinciplesW(iの緑にして漸蒔明らかとなって來た
721)であると云はれてゐら。’寵0年・船髄抵抗の複雑性と，螺旋繼進器錨
絹侭なる嘗Barda,BenjamilFran-船の謹逵に伴う船舶の大型高謹化と
lain,d'Alembertやフランスの科學は，船の所要馬力の正確なる推定並
アカデミの人逵によって船の抵抗やぴに奥へぢれﾆ條件のもとに於ける
鍵小抵抗を與へる船型等に闘する軒最良船型決定の問題等の解決を愈'々
先が理論的にも亦焚職的にも行なは／切寅なものたらしめた。そしてこの
れ出した。中でたd'Alembertは時代(1850～186のに於ては，この
鞍麺ZkW(32.5xn×17.2m×2.1m).目的の爲に変船を曳航して研究する
電極登勾船型の模型船を索につけｱニとゆう大掛切な方法が採用されてゐ
鯉睦で簗航し七‘その抵抗を計測した。WmiamFmudeがこの大げさ
先。之が記録に残ってゐる鍵初の鍵濠，非愛用的な方法に代る麓型曳航
郵鐡験水槽であるらしい。1790年代の方法を創始し,･船型學謹達の基礎
〆にはConionelMareBeaufoyは長を確立したのはこう云った時代であ
さ122mのド､ツクを使用して船鐙った。
の形朕に近い模型船やペンキを塗つ.WilliamFroudeはDartington
先季板を矢張り璽錘と索で曳舷して敦唾長をしてあた敬會副監督Rob-
銭小燭沈を実へる船の形状を求めよbertHlirrelFroudeの桑6子とし
うとした。この時f鐘はまだ速庭排て1810年に生まｵ11だ。母はMars
,Zi噌錐及び憂さがどの様に愛化してもgaretSpeddmg･母方の親戚にば科

鱸耀織灘r'一定。驚麓鰈鰍繍蕊：
れ欝鰯蝋蹴醗籠鰯舞溌熊漫鱗
れるに到って(R･Fulton,1807クラでWestminsterEchoolに學ぴ，そ
~モンﾄ嬢,[40.5m×5.5m×2.74こから1828=.OrieiCdmeggに進
m])鱗型乃至はその馬力推錬の問題‘んだ。逗邑を経えて土木の通に入り
は漸弐必要の度を高めて來だ。18101838年頃,ISambardKingdomBrU-
年代にぼNapierが鉛首に癖形？水nelの下にBristol:EXesher蛾遁の
/b ､ダ ‘－－24－－

I

1

"

〃

一

■

一

”

建設に後事じ羊。BrUnelは汽船
"eat｡Western(1835),GreitBfiS

tain(1838>及びGreatEastern(i8
‘5唾エ)'の建造にあづかつて力むあ
った入壷，この.Bfunalとめ結合が
Froud暮鐘職って造鉛筆の煙壷へ同
かゎH翌船の趣h猿の癖究､に導いた。

W,Froudeは少<と亀1850年ょゴ

嫁以前からScrewPropeUerの模
型を用ひて変験を行ってゐたらし

い。1859年にPaigntonへ韓居した

がそこでExpqrimentaITankのア
イデアが始めて起つと。彼はToxz

quayのCDckmgtonにそこばくの
土地を買ひ，そごにChelstonCross

として知られてゐる家を立てﾅﾆ。之
ば1867年に完成したがこ畠,に最初
のTaukが建設されたのである。
船の動揺に關する彼の最初の論文は
1861年1.N.A.に提剛され之を槻
脅に其時代の指導的な科學者達と接
鯛する事にな、，海軍の主席造船技
師EdWard"Reed卿とも近づきにな

懸鰯雛懸駐震
ものに閥する説明を卿に邊蝿いて
その年の12月撲型試験'便開する彼
の提案を詳細に読明1ﾝたものを更に

卿にまった。この手紙を見て驚く率
は現在の水鮒試験塗は蒲んど99％
迄鴬時既にFroudeに依って確立さ
れ；てゐたとゆう事である。彼はこの

提案の数年前からこの問題の研究に

没頭し小さな模型水槽を私我で作り
いろいろの大きさの摸型船による水

穂試験をも施行して研究を重ねてゐ
たざのである。そして既にCorres-

〆

pondingspeedに於ては相似船の抵
抗ほlineardimentionの3乗に比

例するとゆう頚及訳摩擦抵抗の顕さ
は板⑧初めの方が頚〈後方に行くに

従って粥〈なるとゆう蕊を明確に把
握し，彼の模型試験から計測された
抵抗が営時の蛮船曳航の結果に殆ん
ど一致する事及び3,6,12次の租似

模型船の喪験から長き§沢以上の模
型を使用すれば縮李影響のない事を

もはっきり主張してゐるのである。
更にま?ご水槽試験の労法として水槽

の太』き‘さば，巧呪の模型が水按の側

壁影鞭をうけ､ない様にするγこめには
長さ:250沢半謹最小”呪程度を鰹

、
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一ギホ‘槽･試#験一一

ってWnglerに英海軍の水槽が建設

蒸離霊羅鎮
主として海軍用の水描が相次いで建
設された。最初のうちは曳引車の動
力には主として蒸氣樹關を使用し索
によって単引車を騒動してゐたが，
1900年頃から電氣モータきが使用さ
れ出'晶之を曳引車に柔せる現代の様
式が出來上った。．1899‘年完成の
Washingmn水槽(米〕は富時として
ば世界最大最完備のもので4蚕の電
動磯をもつ曳引車を有し，その速度
調節にはWardLeonard・式を擁用
してゐた。ドイツに麓ては19“年
完成の新Uebigan水槽に電氣曳引、

晉蹴調総論ざ0灌
鬮麓鰯雛鷲藤鮭為
んど前後して行はれてゐﾅﾆらしく，
1883~年にはRqE.Froudeによアて
所謂ブルード式ビハインドテストが、
報告されてゐる。R､E.Froude'はこ
の中で始めで-H1illEfficiecyな'る
概念術語を用ひ推進効率と推進器動
#率との分離をL提唱してゐ,るら自航試･
験の方法はビノ､インドテストよ'は
相津座れて行腫れ出したらしく扇ひ
られ始めたのは1910年～'15年の間
と推定される。，、

1897年にはタービンの舶用化に成

功し1903年には舶用のヂーゼル機

闘諺生れで舶用機闘の高速大馬力化
と熱効率の_上昇とは船舶推進抵抗の－
問題を更に･切笈なものたらし逸船型

試聡水槽を益々繁忙にした。かくて

1904年英國に於ては諸所の水槽が個

年にはTeddingtonにA.F・Yanow

の寄附によるNationalJEXperimen-

tal-mankがか強る目的を有する溌

初の水槽として建設せら塾G望S・
Baker指揮のもとに多くの指導的癖
究が行はれて來た。

1908年にはDeimy変ぴKelso"
會葹の手によって日本最初の永稽が
三菱長崎造船所に建設されたケエ9皿､
年には日本海軍の水構が建設され，
〔之は1923年の開東大鍵災で砿饗し

その後に技術研究所の大水槽が'卿
年に建段された〕・’913年にば
Ham!]urgに大小二つの水槽を識に

繕いだ水槽力鍵設された。’927年に
は現在の目白水糟〔船舶試職所）が

建設されて一部の事羨を開始した｡
我國では之につづき，大阪エ業大學
(1929〕；水産試騨易〔1932)，職種商

=61933),九州大躯(19331,･東京大
學(1937〕等に中型乃至小型の水槽が
相次いで建設された。現在･l患界'で避

大温完術の水槽は孝図MarylaJld
Carderock'に建設せら鉦た(194L).

DavisW.Taylor水槽である。窓②
無いかまぼこ型鐡筋コンクリー､I､製

水槽上屋は3個の水槽を包み，内部

は螢光燈の間接照明によってゐる。

最大の深水樋は長さ355mに及班輿
引率は三角の平面形をもち底邊に鰭
る棚にのみ職動扇のpnmomrを
持ち，塞車はすべてパイプ・の溶接に
依る等ざん新な方法が色々と攻p入
れら率てゐ尋。

繍灘鰄蕊蕊霧更
型水槽として残つぎゐるのは船鯏日試
卿野の水槽及び堂菱長崎造船所の派
上水糟の2つだけである。之等の主，

守る事摸型ほパフラインで作るのが

最もよいと老へられる薗事その創り方‘
はパンダグラフを應用しﾆ回韓カッ

ターを有する創成樫で隷圖をたどり

ながら水譲を削り，後その中間を手

仕上すればよい事及び抵抗計測には

営時迄採用されてゐた模型船を直接
垂錘による索で曳〈代りに奥引率に
取附けたダイナモメーターで曳引す

べきであること等々：今日の水槽試
・嬢の形態方法と鵜んど塗りない位に

完備さ恥た朕態を提案してやるのに
は唯玲感歎の外はない。彼は更に水
槽盃現后の研究順序として第1に各

識表面壯態及び長さを持つ平板の摩

鐸抵抗の測定第2に當時食用されて

ゐる船型〔所謂VVaveFormが最良

船型として軍艦等に採用されてゐゾニ

ーが麗lroudeはその塞伽愛駿の結果か

黙綴嚇鑿欝鑿蔚
の試験をし,第3に船型の主要素の
ノ影辨を湖くる系統的試瞳を行う事を
・提案してゐる。

海娠省は彼に依って提案された没

鑑へb正式許可を1870年2月1日
・に彼に與ヘだ。をして世界溌初の試
聴ズk糟は1872年に彼の自宅のそば

°に完成され,"Froude'は営時既に62
’歳そあつだ。表面ｿ伏態及び憂さを異
にする平板の摩擦抵抗に開す壱有宅

なFroudeの古典的変験ほ本水楠に

‘焚ける鐙初の研究の一つであ.る。績
いて1874年にはかのGreyhound
の変験を，1877年にはParallel
bodyの長さとWavemakmg"re_
sistanceとの闘係に闘する巧妙なる
笈験を行う等共他Rolling,Prope-
･llerに開する多くの厨鑑と共に彼が
造船蘂に霊した功繊は類ひ無く偉大
なものである。彼がその探究の眞寅
性を確立したのは彼の生涯の最后の
数年間に於てであり健康は必ずしも
鍛上の状態宅はなかった。この爲彼
はCapeへの航海の途に上り，‘そこ
qで癩を得て1977年SimOns市1亡茨
て没しその土地に葬られた。．
WilliamFroudeに雌つで船型試
I鑓法が確立されるや獄験zk穂は相つ
‘<､で諸所に建設せられ1883年には
"WnliamDenny-により造船所用と
、しては躍初の水槽が，1884学には
手W振瞳Quae;の息子R.藍oudeによ

’

、

＝

ヨ

■B

嘉篤撰撫騰驚繊霧鰯懸駕懸憲実
あるに錘みて之等の研究を主目的と水槽上屋を大破され爾來復奮中であ

書署雪箒嘉
撫職|謡獺|粥画|wl"|悪'．'謹欝|:"|二

陰州圖橇,｡鶏‘|蕊|蝋ヂ
小圃k"|120

三菱長崎 165
水槽大水槽

（285心

饗大小水槽は識に連結さｵ1"てゐて，大水槽曳引率は大小水槽を通して
走行しうる。

。－25－

“者嫉三菱長崎準船所船型試瞳鶏長〕
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一船の科學一

I

雄洋丸賠尾部進水及結合:工事
一「逆さ進水」から結合への豚ピテドエ事の記録一一,’－，． :姫魚I
ノ ．‘．f

（口繕嶌眞参照〕

矢吹宗秋、・
10

’岡〕・本艘の入渠してゐる龍4號船渠は鍾噂場の南端
1．、概要

奉耀織森田柵臓の鍛鍵鐙にして,塞琴凰臓‘雛蓉識f鶏麓欝罵織篭鮠，
に此の工事を行ふことは好意し､､事ではなかつ態｡工難F次の通りである。

ヘ長唾線”／，=’48.00歩、期間の短縮と工数の節約を岡る爲この艦尾の取換部分達
20.40〃船毫上にて恋萱，進水せしめダ然る後に海上を曳航して

幅
12.00〃．船渠の中で本艦と結合する計謹が立てられた。

深

總噸数約’0,000噸‘こ上で先ず第一に問題になったのは’之の船尾部が富
，載荷重量‘〃’6,000′′眞に示す如く恰も三角錐に似た形状を有し，正常の浮甥
主機械4,000軸馬力，タービン1基・位置ではGM力填にな'り且船尾材下端迄の吃水が約10
速・力最大15節航海13節Mにも及ぶことである｡之を補ふ篤には正常の繩に船
本来の計悪は澗槽船であったが;戦局の推移に依り貨′を建造し雨側に室氣槽を抱がせ；ご進水せしめるか,或は、
物船として計彊鍵更の上,昭和20年4月播磨造船所に最初からi銀は逆さに建造進水せしめて充分な復原力と
於て建造された｡竣工後初統海の途上鯛雷して瀬戸内海迩営なる吃水を與へるか何れかを選ばねば唾らない。憧
粟島附遙に捌醒巾同年8月爆撃の際至迩箪を受け後部艘重に考慮の結果逆さ進水を採用する事に決定されたや從

窒鷲欝慧陰欝驚識墓熟幣悪蹴,繍灘蕪愛撫鰯墓
められ，三井遥雛玉野製作所に曳航輿上同所に於て損傷との結合迄には進水,曳航，海士に於ける引起し及入渠

鷲憩鰯驚鎮瀬鰯謹譲慧裟鰯鷺繍電辮:手濯の鵬に錐。
,に尚け石油積坂の任務I爺上いてゐる事であらう。本復麓 永.(篤眞第3園）
蝿鍾鄭は確鯛材約1,850T,工数綱16萬と諜定さ｡A.f 卓。

熟,'"F工率としては大規模なものである。損傷を受け 進水式は昭和24年3月24日午前8時當祉第6號階
た卿證部の取換工譲は當泣に於ては初の試み､であり他に蕊に於て懲定通り學行された｡進水要目は次の通りであ
も鮭b類例を見ないと思はれる大膳な方法が採用される。 、

進‘水重量た。以下主としてこの工事に就き述べ，鴬眞と共に参考225T、
に供し跡と思ふ｡(誌篤眞は口續寓眞1~10個彦蝿)､固定蕊傾斜65/1000

船尾浮揚時滑墓前端座力 約80T

26.舶尾郡復奮エ事c本文第'岡参照） 浮揚後の吃ZLご前1.80M,後0.46M

圃懲識蕊繍識禦鰯測娃‘"謹水芳艤,蝿伽水蝿墓鰹‘．

』

～

、

".GM 1約抽5M

此の進水方法は一般通撒の進水の場合と何ら異るもの
ではない力、只一つ考慮された鮎は進ﾇk重量に對し充分
なる滑動面溌を得る篤'ご滑塞を汽織室開に増Iの前端迄と：
り，その部分の睡力が特設吋阪に依り汽鯏登罰従壁噂博達
する様にした本である｡叉車軸健道其の他め開口部には
盲板を施して錯全腿を水密にIしたことは勿論である。

旬

j，0､〃

B・海上に紗ける引起し作業鰯眞第4~7剛

之の引起し方法を採用する蝉り概算の結果，吊索に

部分的取換や手直し程度でば不可能で之の部分全燈を切
J反って新譜の上]鰯典へねばならぬ燐態であった｡〔篤眞第『

』

一一

第 1園損侮箇所
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め用意して置いた前部清水鯰を開口し室涯
心巳■垂

水を約100T自然流入せしめて調整し，季

均吃水約6.0mのEvenkeelに近い;ik態f

で入渠せしめるのであをL･以上の作調乏使

用されだ吊揚郷周47/s吋の鋼索5龍で
進水前に上甲板舷側の4箇所にG腱の中垂

吊揚棄は2本舎画取付けられ,作業中途
に於ては付け換へを行ふ事なく軍に錘機

の索を捲き揚げる事のみに侭り180：の同

鱒を行はし'あた篝である｡華作業I蓼した
時間(ま約50分であった。，

C・入渠及結合作業〔富眞第8～ﾕ0園〕

入渠状態も海上「クレーンjの支索なく・
しては不安定で，吊り下げた言上入蕊ぜし

遡哉二と｡この時の渠口に於ける潮喬は7.80m･

額第9間)篤眞第8間は雄洋丸本職D後
状況である。こめ本礎は前日に船渠に注永
､ので営時の吃水は前部2.40m,後部&00

ノ

潟
実
（
９
）

●／

z=K
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勇 一
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張
力
（
趣
）

。

1

M ｸIと’千一一]､.i
鉱2園運勁及張力

掛る力は大溌60T以一ﾄと推定されたので,本作業には
倦粒に在る120T海上「クレーン」を使用することにし
た｡次･鰯關鋤岡に依って引起し過程中に起り得る靜的
な凡ゆる力の精細な計算が行はれ，之に基いて吊揚げ方、

法,吊索の寸法吊索収付惟置,収付金物及其の位置に於
ける船臘の補狸等具鎧的を問題が橡討された｡叉作業中
に生ずる動的な運勁も識測しておく必要があるので模型

資溌をも行った。この模型は食船の1/25の大さとし，
その兎量及童心は蜜船にj上例して製作された｡之を水槽
中に涯べて各種の寅験謎子つた結果吊索の張力は雷I算値
と大腿一致する事が認められた。即ち計算及賞験から求
められた吊索の張力及舟胸鋤ほ大略上に論-通り.のも
の挺あった｡､(本文第2圏参照〕一・．､
岡中0．から43°迄は起重機の捲き揚げを要し,最大
張力は約45睡となる(篇眞第5掴)｡甥｡から123燗
は面が反謝となる爲に自力に依りて韓倒する（寓眞
第6胸|)この時の船魁の受けやWaterhammerは模型，
渡騒の際現はれたので，船瞭湿度上この氷槌の函撃は避
けるべきか否かに付き論議された。若し避けるとすれば

砂た。．この時の渠口に於ける渤侭は．ｲ･ごりm

であった。〔嶌眞第9岡)寓眞第8岡は雄洋丸本職D後

部から島たる状況である。こめ本膣は前日に船渠に注永
浮揚せしめたもので當時の吃水は前部2.40m,後部"00
mである。吃水の異る2つの船臘を渠中にて如何にして

結合したかは第3園に依6,了解出來るものである｡即塾
船尾部及本鐙共磯め船底各2個所宛凸状の金物を蛎側け

一一記一一

=静)｡…？…､､､､…”.…雪､~-．

Fクレーン」を2蕊使用して43°から123．迄の間は他
の1篭で反對側より徐々に捲きごFj~oである力端局自由
‘にi陣倒する案が探られて，渡際の作業に於ては嶌眞に見
らる上如きM噸なる光景謹呈したのである｡！入渠後船内
調査に於てこ'ず緬嘩に依り外板其の他に何等鍔伏は認め､ノ’
られなかった｡，

富興第7剛は鱒侭薩の安定淨揚伏態で,更に引綴き索
を蟻き錫げる燕に依り直立となる。この場合の吃水は前
部約330m,後部嫁約皿5mにてe.5mの「'トリム」
を有L且掴復園生侭不麺華ある｡|"「トリム」は謹

－－27－－1

～

緋
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第3園入渠及結合作業

ｲヤ

1

己
一



1
ノ

職
一

５ 『
｡

ー

１
１

F

一船の科學-－
”

造船に於ける多量生産（3）
′－胎殻工事一

／．‐堀
１
１

、〆

元 美ー

凸●

ブロックの大いさと取扱方式との關係にあるピン上を爽
一～

.IV船殼工．事．へる。‐
・一般には工場施謡建造隻数，他工事の朕況等に鵬じ〆

(4.Dプ種ツク方弐の適用一最も敷果的なブロック計遜を必要とするが,施工の僅霊
船殻工事ほ前趣の邇りブﾛｯｩ滝を極度に適用し奪職羅媚に雛ずるためにはプﾛｯｸ方式が優れて
,た。プロ"ツクとい.S言葉は吾國での慣用語であるが米國ゐることは吾々の確信するところである，亦今後の工場今
では,sIijassemblシを云ふ語を用ひてゐる，この方が施設は営然このやうな方向への技術的進歩を考慮して改
惹味が明かである。〃"8善せらるべきであると老へる。
この方式は熔接構造と共に發展;して来たもので，商船

（4．2）大プ戸ツク用治具
の諾尾購造や蕊逐鍵D舷側重油タンク等は鋲鍵の場合 ノ

,堤も用ひちれた｡本例に於七はプロツ錫は一層ﾌk型とな‘前節に述べた様な大ブロックは,小さいブロックとそ
-ってゐる。の他の凋料との集成として縦立てられることは勿論であ

『特々｣の場合に侭100屯起軍磯茜有する造艦麹渠に於るが'この組立に繕っては,特に大型の組立治窯採用
で組立て今れた爲そのブロック腫分は第3圖の通り最した。
夫9製屯に及ぶ大型を採用した,-この様な大ゴロツクぼ塒に船首及船尾ブロックの船型治具は思ひ切づた様式
勿論そIの各部分力運に小ブロックとして豫備工程で組立であって,その大魑は第4剛に示す如きものである。、
章られることになる。 治具として小プ声ツク及材料の位置を決定じ,弓且つ之

－1系列で建造するとすれば,謹識建造‘酵各船遼鋒工間‘を支捲固定仁その相互の鮪を確蜜ならしめて正しい硲

鑿鐺篝寵纂墓篭欝竪蛮夢繍憲鰐鷆韓鴎:鰭鰯繊
官ツクを船蕊に於げる同壗側党難よりも多く併列施工す′も錘ねたものである｡構造は鰯鰯睡ｵ割用噸る堅
る蛸まない。。， 牢のものとし,位置の基準となるW.L.B.L.等や吃求．

一方大ブロックの組立は大力量起露賎の作動遍域丙で標々 黙等も‘記入した。
行はねぽならないから，併列して組立て得る数も自ら制小局部に於て船燈の寸法に多少の狂ひが出ることは不
限される，従っにその場所の同韓奉も問題をなり，出来可避であって，治具によって極力之を小さく抑へるべき
‘るだけ小プ戸;ツクで稜とめておいて，短期間に大プロツであるが,組立の途中に於て治具と；確との間に多少の
〃組立を了す了る必要がある｡‘′副腫はどうしても必要であるので,第4岡中に示した様
SB錐に於ては，起重機能力の關係上全般には5屯程な厚鋼板製の駒を用ひて關係寸法を調整した。．，
度の小プ壱ツクとし，船尾部分のみを大プ戸ツクとし’1亦ブロック相互の接手に鋲の使用さｵしる部分に於ては
､之健後述の通りゴロを以て船塞上の据付位置に運んだ。銭鋲旗隙に必要な〃リ碇ランスを與へるため治具に切峡

なほﾗﾛﾂ”目互の参手を一画腺にして所謂手篭ぎときを設けた,工作中の船禮ブロックは一部は治具によっ
する巍鍾Iこ坂扱鞭利であるが,張度に餘裕が少いたてた､られる力建艦としては治具の間隙に龍胃盤木を配
必小プロツ堀にシフトし縦迩材もシフトした。冠して通常の方法で支持した,但し船尾のカツトアツフ。
プ戸ヅク撫成は通常め例と同様で，〃飯はロシ完フ以後及びピルヂ蕊ｲくほ用ひなかった。

’レーム，フロアと共に，甲板はビーム，ガーダーと共Iテ
（4.3）小ブFﾂｸ用治具,部余台塁'職塗はスチフ､ナーと共に’ブロックとし，」猟はプリツ

実砲舞逹’ブロックとした。
9

大ブロックの部分となるものや部分的小撫遥物をも含
プロ．ﾂｸ相互の接手は鍍鋲を採用した。 み-般に1型のプ戸ツクほ凡て繍鎌鑑である｡止上程度．

小ﾌ堂巨ツクの数ぼSB艇の場合初期には189個後にはの織構遥物は在来も治具を使用して組立てるの力靭で
工作合理化の織蜘つ葎曾加して2'0個となった,之はあった｡切論坪板,隔壁等の如調洞を織藷もの』蕊っ
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第4画一

待為艇最大プロヅク治具

〃

彰
、

ては，相當面穣ある熔陵定盤なり，基準となる床面がある。
れぱよいので'通常治具を用ひるのば樋面を輯する外板‘この種の治具の榧念ぱ第5岡に示す穰なも笏であって．
を含む熔凌構造であった。 概ね鋼板製であるがSB艇では木製のものも一部に卿
之等の治具は，その榛な曲面の形状の基準と‘なり，同一ひられた。
時陣熔凄作業を行ふ蕊をも銅aるもので'言は壁工作物曲面の熔陵購造に賎,､多逓生産でなくとも治具哩躍
の形)伏の面を禄ﾘー るフレームワークである。之を外板外なことが多いので，之等の黙につじ,志は各方面に於かれ
面に合致するやうに作り’この上でﾀI板を組合せて治具て從來の賓例と今後の研究についての發表を期待した
と反對の面から肋骨なり，縦通材なりを熔撰しで行くの．ぃ。
が通例である。。外板構浩の外Iご気テムと海ホースパイプ2か軸管等に、
本例に於ても種勘研究の結 ．’
果この種の治具は上記のやう

り

迂方式が適當と老へられ･亡結
局之に落付いた.~之に到るま
での經過を述べる紙面が紙い
が，歪の抑制と外板の澆鐡加
工の精度とが問題となる虚で
あって，大發の如き薄板なら
ば曲面の含はいものも治具に
締付けておいて熔接施工して
差麦へないが,本船程度の板
厚ではさうは行かない｡･熔接
組合せが単純な"で常に同
じ様な歪を生ずるズロツクに

あってば治具そのものに逆歪

を輿へておくことも老へられ

、
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第6園回韓式熔接治具

、鮒､-ご種舜の紅立港具を老案じた。
之等の治具は熔接の容易確蛮なること上組立法が量産
鋤に侭i易であることを目途としで讓案測乍し，多くの場

合治呉読鯛聡域は倒遊して熔接施行1こ使はしめた｡。
その'中で'も船尾カツトアツプ及軸管附近の組立治具は

処て下向熔撰を行ひつ上工事を進めるために，一種の同1
蕊鶴を鐸した,之ほ第6圖に示ず如く',ブロック全
篭を2個の論伏の枠に嵌込み,固定塞上のローラーに戦
.′巻で同載しつ上工作するもので,この方式は更に護展し
で潜水艦の耐嘩譜殻の熔接に應用し好成績を納めた。
”迄と類似の蛮例が以前に米國の小儲鋪廷の船燈全鐙につ．
も､て懸用されたことがある様であるが詳細を明かにしな
囎､．この方式は相営大型の権造物に信極性のある熔接を

布ふ場合I琴堀の途がひろいと老へる。
筒少プロツ愛組立の素材だるピースの製造は前述の如

1
1

I

ノ

、
迫

スリングやチエンプロツク等の
雪 ぷ

みでも2～3屯の重量となるの
ム

で，之等の假蒲砿も取付坂外の
簡軍確蛮なも'のとし反復使用に畠

便なる様計霊した。釣上装遥の

謡澄とのとり'あいは1同限りのものであるから，鵯調Iに

装備することなく，祷造上必蕊な鋲孔等を利用して,‘釣
一上限鑿鉾を収付げた。、,ノ’
大ブロックを定位鰹に据付けて，相互關係を洲整寄る
には&先才第1F中央部船底プロ”を据付けておき，
船首等の大プ戸ヅクをクレーンに釣ってキールプロッタ

'厩丘まで吊下ろし，定位耀に近づけチエンプロツクを用，
ひて水平に引よぜる，本船型の船識は撒畷力餘裕少<ブ
ロックは芋繼ぎでないから相互の組合せは仲々 面倒壱あ
り,殊にシフトのある戸,ソラ顎が邪魔で細い細工が必要
であったクレーンフツクのベアリングの作動によって，

ブロックの水年旋同は容易であった。クレーンの力量一
杯@大ブロックを治具から離すときの地切りは極めて臓
重を必要とし之に對する検査は特に念を入れた。

.｢特々 ｣，大ブロックの中で舷側重油タンクばﾀ版面を下
にして,90度鱗倒しの位置で組立で,重量85屯Iﾐ及ん
だものを引起さねばならぬので，之は1の問題であった
が，人子B等を假閉鎖して，防湘従態とし，造船硲渠々 口
の水面↓無く,釣かへて引起ずことによって極めて美事
に解決した。

毎脚船尾部分は,その前蠅Q癖且立が行はれて
ゐる時,次の船の船尾部分をその船蕊で同一中心線.kに
船首間近く組立て,進水罐装置を直線に山側へ,そあ諾尾
ブロックら下まで延長し受墓及ゴロを装備し！進水の行
はれた直後使用濟の。画を般尾プ戸ツクのゴロに繼足し‘

ておき‘20馬力ウインチによづて船尾ブロックを總組立
の据付位置即ち，當日前の船の進水した直後の位置へ移
動し4方にガイを取って調整して正しい位霞に据付けた。
大ブロック稲互の接合即ち船磁の組立に噛り，誤差
j!"gE“8頁へ）

イ

く鍔難化によりなるべく統一したものを用ひる様にしたにl

巍‐“●個数の少いものでも筆禮的に考へ緋しば数十だオ
掴以上に上るので,渇伏によつでは,抑型抜型等を作が，
ってプレスを副用する等の方法を用ひ，能率の塘進に努の』

に、めた。
S

オレスに依って熱間加工したもの確撫ねダブル・カー
ダ<チユアを有するものであって之には。蕗クリート製の，ゐそ
‘抑型を用び，個数の多い場合に4は製品に鱈たる面に薄銅齪羅
,板を被せた型が耐久力があって好成績であった｡一般にブ陰

標準化した4物の通産には腹材及切餘り材を活用した｡．’はｵ’
’てま

“、4）大型ブロックの取扱
の権

／

上述した橡に大ブロックはジ陸上で堀及ばれる移政職動し
猶物としては甚だ大型のものであって,移動及据付には大

凋到な計塞ぎ必要とした。
／
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矢と．なってゐる‘。・

船側肋骨は普邇の内外翠の外板に
合ふ様に段付し，船底肋骨は鎧謹の
外板に識して段付を行ってゐる，中
央部エ/gLで船測外板は0．8吋,船
底外板は0．88吋で,、前後端部は画
イド規程に従ひ輕減したざ卒板龍骨
は厚さ1吋で,，底面水平部全遷に亙
り二二重となってゐ‘る。

遊歩甲板上の船機から棒成される
_l患部椎造は伸縮接手がいらない樺に
講造された。

尋ポーツ甲板と日向甲板は上剃錐
・造の一部であるが，遊歩甲板は鉛濡
前面より船尾前方45眼までに童F2
てゐる｡‘主甲板は船首から船尾の前
方30呪まで走ってゐる。A,レス
･1,ラソト及びB甲板は全長に速綾し
・てゐる｡C甲板とD甲板は機開室の
前と後にある部分的の甲板垂,E"
板は前部船§航に椎造されてゐる。
二重底上方の船謹の主な水密麗劉

を形成するのは10．箇の水糠撤隔雛
で，､2‘唾劃式探準にかな？,てゐる渋
ヌk計算には老へに入れ燕カサつ､だが
燃料油糟の難隔壁，機開室前後の測
柑，二重底睡劉等が安全性を靜しで

、

ゐる。
、

甲板機械、

操舵装置は普通の4無筒電動水賦
式で二重帥力装籏を伽へる。燕筒の
作画方式は一勤力系で五種類閏来る
様に設青fさ初二・即ち全4無筒,塞

繊罵幾駕熟駕芋
操舵装瀝の制御は航海総備からテレ
モータ南で行ふ。一方入渠船橋から

･捜域操舵装腫が伽へられ又繼厨自野

の所に局部的手働装睡がある。
揚錨捲索装置は砿無騒動である。

前部では揚錨と捲索とを組合せた装

慨となってゐて主甲板上にある。ケ
ーヵレ曳力は毎分20呪で沌噸2

捲索巌力は毎分50､呪で25‘噸であ
る。各々2000封度の主錨2個遊び

キュナードホヮイトスター砥の新
カロニア擁は戦後鎧大の豪華双螺旋
客船で1月11日サウザンプトンよ’
pニューヨークへの庭女航海を終"1－

オニ。この船は隼二世で，第一世侭
1932年に陵船となった。

起エは1946年2月で,北大西洋及
び南方航海の脹客轆暹のあらゆる要
求を浦たす様に設計された。1947年．
’0230日の進水式はエリザベス皇
女が行はれ，次い-E1948年12月
，7日には建造者ジヨンプラウン會祗
のクライドバンク造船所を離れて乾
船渠に入渠し公試蓮純を行ふばかり
となってゐ鰯た。本船は1月4日サウ
ザンフ・トンを錘しニューヨークに同
ひ途中雪エルプールに止つに。

力戸ニアの主要目は本誌5月雛に
蝿戦した、

、非公式には吃水281IR,40,000S,‘
HPで24kn・の速力と謹表された
がj･公式には船主は例によ.ってその
全速力ど馬力についも沈獣を守って
ゐ･る。、 fザ、

そか以外についてはむしろ十分に
述べられてゐる｡絢jII:の一スポ､-ク
スマンは本船のタービンの正常航海・
出力が32,000SHPでその時の速力
は,21rn．七あると述べた。
スポーツ甲板，日向甲板，遊歩甲

鶏篭琶鍜篭裁郷絲
一等581名，ケピンクアス351名，
､乗組員587名を居住せしめる。之等
の甲板に13の公室と2食堂とが散
在し，凡て空氣鯛節を行ってある．
端ど凡ての漉室は海に面して艇けら
jl,,角窓が丸窓を有する。
この船の蕊華な所の皇端を示すと
700蔓の趣諾の内600蓬は轤曝遜諦

襄麓濁龍麓鰯鰯
家による特別の形；伏はカロニア銃の
揃進的誰討の統祁にマッチi／てゐ
鐙。犠異な取扱によって公室は船磯
崎錦歴謹hする愛托英画の装飾設計技
孵の蕊味耀い断面を示寺逗産と藩つ

た。、

昇降機は旋客用に4塞，手荷物及．
倉庫品用に9窪ある。劇場は2甲板
の高さに亘ﾛ，旋客300名分の座席
があ.る。洗濯室は熱辮の氣候状態で
2000名の洗濯物を扱ふこと鋲出來

る 。‘
．その巨大な一本痩突は旅客船用に

建造されﾆ裂大のものめ一毛，前后
の長531/2","261/2",高さ.は
園壁頂面から､46呪である。煙突は
内部から防憾され､張索は扇ひ了ゐ
瀧い。煙突及その中の機械の總蓮艇，
は125噸である。もう一々 の著し“
特徹はﾅﾆ蛍一本の三脚橋で,･郷喬の
后方にあり，甲板面から127沢，池
'周･よりﾛ222呪の高さになる。
ヵ戸ニァ雛のために選んだ淡緑色
は,熱帯航行の際熱を犀射させ，同
時に洞創的なものといふ希認の結果
採用された。熱を反射する上からは
白が餓良である鵡狗創性の見地か
ら之は止め，オードニルGaude
nilelと呼ばれる色を用ひだ。煙突
は博統的のキユナードの赤と黒の色
合である。‘‘

貨物用の場所は一般貨猫用の1船
舳と，冷凍貨物周の2甲板間船鎗か
らなってゐる。之等の燭所は船の前
端部にあ｡る。
カロニァ銃の構造は通常の横肋‘畷
方式で，腫劉式二重底と4列梁柱を
億へてゐる。肋骨心距は36.吋，前
後端はロイド規程に従って減してあ
る。舶内肋骨‘は一般に12吋潅形鋼
で織曲部からIB甲板に達し，甲種間
肋骨は7吋球山形鋼を用ひ遊歩甲板
に逵してゐる。船P全長に亙り約30
呪間蝋に特設深肋骨を設けた。
之は遊歩甲板まで延畏し下ある。
遊歩甲板零ぴそれ以下の甲板の梁憾
9吋辮形鋼で，肘板で肋'm，に累接さ
れる。凡ての'甲板は滋弧を有するが

溌照騨撰:瀦蕊
板では4吋,､船櫟甲栂色は6吋の梁

1湾
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謡嚇錨には"LujeSs"シヤ”ル低歴ダービｿﾑま半径方向閥隙あ.る反罐室は開斌鎚火室の朕態で操作せ
耐昔の"TayCg''スタツド附錨錘の動型で蒸汽入阜が友一ピン中央にあられる。各縦は押込及IRlll通風器を

ケーブル憾引蕊謹置諏~35噸ﾉ呼一鐙大馬ヵに於て喬鵬蛮一萱…駕嵐密篶露蕊灘雛直径3割訓吋あもの醤備へてゐるぎ‐る二流式に作られてゐる。

分3,686回熱し，中腰及低歴タムピて大気へ陵無産放閃する。、′の鋼製である。

2蕊の船尾車地は索を毎分50沢ンは1990回鱒する。この時推進器 ，電氣設備

象蕊鰄鰯凝議蕊鴬蝋麓霊瀦薑爵拳綾の侭腫"蒸鶏と…詞＊
”秘，,ｪ雛塞甲板上前方に,他競蝋鮪澱霊鶚聡撫蕊蕊噌耀麓はA甲種後方に位遜する｡－1
鈎宿ニア錐の救命艇は次の通りで．ル単鐸鑛力承を通じ船鐙に博季られこの4蕊の装掻は縦室前方の膣捌に
ある。舗謝童遥の26呪艇2蕊，各々 る。錠大推力は顔ちかにされてゐな’位置し，凋立の歯車附,pass-ouE

久一ボ菱織機で，直流遜腿225V,

’霧驚,嘉鰄蕊哩蕊い。本船の2基の凝結器は共に蕊流型’正常全負荷出力11,000KW.を一選．
，鱸懸糞鱒懸鰯評駕貴墨蛎綴瞬'覇練･鱸鴬辮麗
拒設計で，クツシヨシ附の坐庵，背外ｲ翌3/4吋の6554本の管からなつ56%が可能である。ケーヂ睡力60封．
板，日覆，及び側カーテンを恵輔す．てゐる。機闘餌航海馬力を出して-ゐ度/吋2で毎時’5,000封度の蒸氣．
ろ｡救命艇の他に20名乗筏20蕊“るAき,大氣歴30吋の下跡銀柱までpass-outさ造る様配椴されてゐ
を有するQ<短吸ランチを取扱ふダダ29吋の虞空を保つ様に設計され，こる。タービン建旋は毎分4500回軸．
：ｲrヅトは客船に術へられた.ものの内の時冷却水の入口濯度哩個0°F毛あで,塗電機で(揃車で600回稗に落・

〃

で還大のものである。廷ば20.噸のる。眞空を保つｱﾆいに450封度/吋gしてゐる｡
荷重を艇に必要な15呪の振出で扱785･Fの捕助蒸汽を使用する｡'蒸流之が英園船に4cpa&s-out''ター鑑§

噴射式抽氣機を使用する。凝結水は褒電樋をつけて，厨房やそ.の他の低；ふﾅﾆ瑚亡設計されたものである。‘

各2讓宛の常用及び識蹴遠心モータ腫舗助設備に蒸氣を供給した最初の．
／・′

菫推遣機軍一震動鑑ﾝプで細ﾅ意｡,…鎮例である…難で特にこの駿備趣‘
灘ゞ警勢鱗鰯鯨獣｡耀曝総議調電鯛畷鍼拳篭

、

皇瀧蕊曇醗螺欝乃雲22"00封庭時の龍力鈍る。の健繩聯一ら鍵上施謹に…
一

給水加潔職ま3段に行はれでその温されて居った。

謡総蕊雛郷鯉鰯菫難灘禦鷺為と鱒f参離職原I臘
鋤きれ，使用蒸汽はケーヂ腫力550、縦からなり，何誕も片側鍵5胴セシ階に於て蒸辮抽出の設備がある黙で
劃褒/吋珍，7釦｡E,陵誕は絶識睡一その内の'胴を過熱器替寄としてゐば似てゐる。併乍ら‘出氣タービン

餐謹蕊_ピン…,車醒纒嬢聯夢聯讓瀧講鑿鰯艤裟鰯蹴塞鑪、力0．49封産/吋凰である。

鍼漏繊露懸鯉舞隠蕊驚“蝿'2鍵｡に識し，……-…遮力調整装置があって透電雛の負荷の
正常蒸愛雄は大型罐は各冬86’000愛動及びpaSs･pUb蒸氣鐙の塗化に

霊麓曹露鰯雛鰹,鰄崎,"型縦腫50,"0封函祷闘糠遊《,pi…"蒸鎮瞬傭一画ニ
ンを躍動し，ピニオンは直接に主歯で，義無はケーヂ睡力600封度/吋2保たれるざ
車に噛合ってゐる。”800PFで似騨合される。鍛大蒸壷鍵は動力の全容鉦は4,406KWとなり

船が大津諏雌の客船どしても，浮ホ後辿用として単連座3列衝動型高壷表されてゐない。
腿ﾀーﾝが谷燕の,腕腫鰄進篇変一餐錨の蕪鎮胴と3個の永備憾熔窪テルとしても能率聡《獲る様に配

庭噛鰯灘磯職鱸墓熟麓繍禁鱒…錫、′褒生篭流の内船内の500個除pの
解てゐる。過熱鹿制御は煙践中の聯電動機に要する蝿ざとび砲けて大きピン悶塗中に組入れられてゐる。

淘雌前勉用タービンは衝馳反血唾成邪斑櫨によって行ひ，之が過熟器いが照明用の電力．も小さくはない。
イ ・ぜ2列の衝動輪とend-tightendbla｡を通る蒸氣流銑を規制する。各縦に船内に全部で10,000以上の電鮭が，
dingを伽へた反動部とから成ぢてハウデン，ユングストローム回樺賎必要である。 、

ゐる。中腰タービンは垂部end-熱羅と，ハヴデン漂式築塵器銀読倣，．〔田富麓）
〃

"htendbladingの反鋤型であるが，されてゐる。‘
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一二随 筆一

な造船所の中には自分？庭の永年蓄積したデータをさら
け出すのは眞平御菟だという意見があった様に聞いてぃ

ぎ

浪人の寝言（6） るが’こんな吝な考えでは日本の謹沼全燈としての蕊雪
一外國船受註の窓口， ほ望まれない｡一澄,古い設計家には自分のデータを門
・艤装金物會献の出現一一 外不出にして猫りよがりをやっていた例が澤山ある。■b一

ついむこじ‐現場技術も設計も各造船所が提携する壌運に向いて来
たが，競争そのものの虜の様な虚に誉業關係がある。中

．には随分何とか根性だと言いたい様な場合も見受けるも
外國船受註の窓口 勿論目童ぐるしく鍵化する今の世の中に，衝辻が生きる

去年のことだったがﾀ掴船受註に關じて面白くないこ力死ぬかの問題を握っているのだから，他にかまってい
とを耳にした｡それは同じ目的の船2隻が異った遥船所られないという様な氣持が出るのは無理からぬ虚と栂う
に註文された時のことである。こんな場合には常然雨造力惑外風船の受註に關しては，兄弟箔に園げども外侮を
船所間で'有鴻目通じ長短相補って'設計から建造まで禦<・態の氣持で'日本造船界のために最善の途著計って‐
充分に註文主側を満足させ，迭船日本の眞償を海外に發貰いたい。一
揮せしめるべきであると思うが，質際はある管業人の飽一戦争中の日本の造船は種々の鮎に於いて停滞していた
く無い競争意識が雨者の間に艦を作ってしまい,その結というよ､りか,むしろ退歩していたといってよいらでは′
架は註文主側に妙な感情を與へたに止まり，しかも壬の●なかろうか。虚がアメ・リカにしるイギリスにしろ，遅々
成績が総り芳しかったとは言えなかったそうだ｡またあたる歩承だったかも知れないが,新しい方向に進んでい
’る造船所は自分の能力及び保有費材を顧みず,他をさし、た様だ。それは昨年出た造船協會の栽測を見ても，大き
おいて我武者羅に飛び付いたまではよいが，結局は相當な鍵化があらわれている様な鮎から想像の出来ることで_・
話が進んでからお鮮儀をしてしまいよい恥さらしを演じある。從って今後の設計には種燕の鮎に総程の迩艮を必
たと聞いた。バイヤーとしてもこのような虚と取り組ん要とするであろう。特に新型の船@塁註文を受けるとまず

や＼

だのは如何かと思う虚もあるけれど,先方はこちらの様立派な基本計謹をやつで,その渥度にしろ，復原性にし
子を垂く知らないのだから止むを得なかったこと‘さあろろ全智全能を傾けて手落のないものにしなくてはなる窪拶

iう。．い。そうして日本の造船が信頼を置くに足りる立派なも
過去に於いても造船所間の競割Iiほとても烈しいものが、のであることを世界にひろめなければ，遥船日本とL.で鴬
あった。ある造船所の如きは他の識普所の職員を絶對にの立場は決して興って來ないであろう。
工場内に入れなかった。しかしそういう様な造船所の技そこでﾀ掴船受註の問題にはいるが，まず註文があつ
術が特に勝れていたのではなく，むしろ劣っていたのでたら無暗な競雰をせず;造船工業衝あたりに設計陣のあ
あるから笑止手萬であった｡技術の公開或は交流というる窓口を設け,一應ここでしっかりした基本計謹をやり
ことば,軍艦建造を通じては艦政本部のきもいりで相営商談も相當進ませてから,その船の種類により適懲な造
行われていたが，一般には無かったといってよい。維戦船所を選んで，其の間で競争入札をやり，建造造船所を
鋒は造船協會に鋼船工作窪研究委員會が設けられ,主だ定めたら間連のない斗､ものが出來るであろう。そうす
った造船所から委員が出て，それぞれ賛料を持ちより種れぱバイヤーにとっても安心が出来且つ餘計な努力を省
曇の項目について忌輝の無い意見の交換を行い，工作法く事が出来るから之れを職迎するであろう。この窓口狸
基準'制定につとめているから，この方面は將來共などは各造船所から僅秀な設計者を出すことは勿論,必要に、やかに手を携へて發達するであろう。設計方面は昨年の膿じては大學教授の援助を借りるのもよいであろう。と
’2月'やはり造船協禽に造船設計法基準制定委員會が設にかく衆知を集めてこれ以上のことは出來怒､という魔
けられ,主な遥船所から委員が出て活動しているから,こまで研究してかかることが千客萬來のもととなり，從つ
の方面の將來の提擁も鯛して待つべきものがあるであるて各造船所共1識築の責ｶﾐ”§り造船日本が出來上るの
う。日本が豊錨皆國として立って行くには,先づ力をあぱであろう｡大乘的見地からすず●亡を観ずれば,策は自ら
難雛護擢憩蕊鴛懸開嚇雛灘蕊葹蕊鱒蝋る雲鰕籟子提

艤装金物會祗の出現ていると聞いたが，さもあるべきこととひそかに喜んで
いる。虚で，この委員倉の話が始めにあったころ，大き
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．ある時，小型船艇をやっている人から，アメリカのヨ

ツ･卜の帆はナイロン製となっている。ズテーンレスのワ
イヤが出来ている。また合成樹脂の被膜をもつワイヤも

‘ある6艤装金物が材質的たも立派なものになっている。

それでアメリカ向の隷出用のヨットを作ろうとしても附

闘品で参ってしまい，せいぜい東洋向のヨットしか出來

′ない状態であるという話を聞いた。これは大きな問題で

ある。

戦時中いかがわしい代用品の職装金物が時を得顔に幅
をきかしたのも今は昔の夢となったようだが，それでも

霞|熊態にかえるのには極めて暹々たる足どりであり，あ

，らわれるものは進歩護達しているどころか極めて垢抜け

のI壷ない‘のが多いように見受けられるのは遺憾だ。こ
れは汽車や電車の話だが，維戦直後に出來た省線電車の

、ぶざまにばしみじみと敗戦國の患静目を見せつけられてい
た。しかしその後,毒課しく出来るものが次第に良くなり

－つ上あるので，これにより鍵典して行く工業界の禄を患
〃

、4，浮かべひとり樂しんでいた｡､昨年になると客車に－感寸
見られる様なのが出来たので大いに喜んだが,,汽車に乘

，つた度に注意して見るとこは如何に便所の水洗装置が壊
／れていなし､方がすぐないというあわれなさまには落膳さ

と

せられたのであった。これ葬形や色だけは復雷したが，〃

'"料の本質等に峡けている黙があるためであろう。船の
′職装金物にしてもこの轍をふんではいないか壷恐れる。
力のかかる金物類にほ昔，武人の鐵用に適するという言

葉があったが，これは飽くまで守って行かねばなるま

いb蟻装金物の如きは小さいようでも常に人眼に鯛れて
いるものであるから，この霞劣は船の評判にまで懲を及
ぼすほど重大なものである。°

今俊の艤装金物としては，昔から少しも鍵化のないよ
うなものではいけないと思う。材質にでも，メカニズム
にでも大いに工夫を凝らして新しい氣のきいたものの出
現が望ましい。物によっては欧米の辨情をよく調査い

外國人の趣味にぴったりと合うようなものを製作して貰
いたい。艦の磯装品であるから重量輕減ということを忘
れてはならない。從って不籔の研究，創意工夫と努力を
必要とする。以上のような黙を考えると，これは從來の

町工場式の安質本位の庭では出來ない相談であろう。こ
こに專門の立派な儀装金物會杜の出現を期待する。－f豊〆

日本ではこういう専門的の勧吐はいままで採算がとれず
成り立たなかったようである。－殻に誰でも出來るよう
な小さいことに研究努力してよいものを出しても麦持者
がすぐなく，悪貨は良貨を躯逐する状態になり易いから
で身つたためと思う。日本が眞の造船図となるには，そ
の船の名睦を學げる一端をになう虚の優秀な艤装金物，
〔あえてこれ許りではないが)の生産を必要とすそrであろ
うから'･造船所側も全禮が一丸となって，雄らに賛材係
や購買係の安勅あさりにまかせずに,かかる會吐が存綾
し安心して研究に努め良品の多量生産をなし得るよう，
守り育て成長せしめるべきであると思う。

〃

〃
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●用語解説（五）くなることもあり得る。r

譲抗Resistance.' 造渦抵抗EddYRes.

．＝船を一定速度で水平に動かすに要する力である。この 単に渦抵抗ともいふ。水中深く板を流れに直角におく
力は船の趣助を妨げようとする水及び室氣の力に基くもときは渦を生じ順抵抗のみを感證る。現在の賂では--殻

苧ので，水抵抗と空氣抵抗との和である。 にごく小さい。剰余抵抗の一部と老へる6

，肇擦抵抗FrictionalRes. レイノルヅ數Reynold'sNumber.

水抵抗のうち船耀表面にzI曇行に働く摩擦力にもとづく 物燈の代表的の寸法をL,速度をV,流燈の動粘性
抵抗,薄いz隣阪をその面に平行に動かすと含峨んど摩，蝋を,としR=半をﾚｲﾉﾙヅ数といふ｡粘性流
擦抵抗の｡aを感ずる。臘中の物魁の運動を規制する無次元の数である。船燈抵
↓剰餘抵抗ResiduaryRes. 抗でばVを船の速度(m/s),Lを船の長さ(m)にと
,‐水抵抗から躍鎮抵抗を除いた残りをいふ｡從って雨者る｡ツは海水で15｡Cのとき約1.16X10-6(mg/s)で
逹合はせれば水の全通純(WtalRes.)になる。面に直ある。・
角に働く雌力に基く力で島説フルード數Froude'sNumber.

造波抵抗Wave-makingRes.物魁の寸法そL,速度をV,重力の加速度をgとす
船の進行に際して生ずる波のためにエネルギーが持去るときF=V/1/E盲をフルード数といふ。波の現象を
ら九る。このため船力受ける抵抗で剰余抵抗の主禮をな親制する無次元の数である。船鴎抵抗ではVを船連
す｡船力輔速になると著しく増加して躍嬢抵抗より夫きLを船の長さとし通常F=0~0.30である。
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、油槽船陽心丸引揚作業
一現地報告一

'

角

へ

藏 野楠雄′－

中央左舷外板に舷側厚板にて約2米,蝿曲部外板に及ぶや

大勘好Lあり，諾側縦通材の速桔もなし，雨舷外板と､も約
1米50外方に膨脹せり。⑤4番油鎗〔雨舷).の上甲板

中央隔壁は⑤と同様にして，甲板上m清水槽は若干鍵形
せるも原位置にあり6右舷ﾀ賊に幅20極,長1米50

のw好Lあり。⑦燃料油槽は雨舷共備完全｡③総室,機城
室損傷は認められない。．

以上を綜合して中央部左舷の大破孔及上甲板の損傷甚

龍しぎため,船燈{ま約3度30分ﾎﾂ竿ﾂグ状態にあり
飴禮の縦張力は大いに減殺され-a,,ると思考さ和る｡･泥
土埋濁:I1の損傷ば不明であるが可成りの被害を豫想され
る。

さて,本譜を引揚ざるに舜也より日立因島迄曳抗を考
慮して,,》鵬中央にて切識の上,船首,船尾部F分け別
に々曳航するか，叉は切断せず現状の･雌にて救助の上曳

航するか雨論があづたのであるが,再度の精密調査と，
瀬戸内海の良條件を考へ,船魑縦湿力を算定の結果充分
曳航に堪え得る確信を得たので，後者の方針に從って，、
浮力タン蕊,船尾水繪,養罐水艫譜首水臆に遥氣戦永

一．をなし"1滿潮蔦罐瀬に曳込み,機械室を排水,｡1,2識由
鎗及空所を防水の上排水をなし,§’4番Y雌ぽ浮力”
クにて柿ひ曳航の方針にて作業を途行することにした。

救助計算に常つては，中央附近にて可及的に船鎧への
〃剪籔内力及謹曲内力を僅少にする篤に，船遥中央にて諾、

・膿を二分して,硲首,船尾部を夫々擶立せる雨端自由の
梁と考へ，然も上甲板の狸力なきため，唾縮を船底部に
弓,張を右舷舷側厚板及船､職通材に受けるように,且又
各タゾクの邊氣排水の順序も充分考慮の上;浮力タゾク
の配置及作業工程を計劃したものである。

救助重量
随一

階鐙輕荷状態1374.6

除去癒鐙〔甲板，隔壁）51.02

～水中に於ける重鐙輕減163.84

一
一

一

1

概 要

本船は日立迭船櫻島工場に於て戦時中建濫された油槽
WW(2TM.總頓数2820噸）にして,絡職直前磁島簿海
田市沖〔日本製鋼所南方500米）に碇泊中，油槽内瓦斯
に引火，煙發に依り北緯34度21分，東經132度3J
分,zI蛸水深9米の場所に爆沈したものである。

〆
〃色

引揚作業

昭和23年7月22日，館1同調査除を派瞳せるに，
雷初懲想せるよ･りも損傷窪度甚だしく爆沈Nﾉ説及損傷罷
度を述べるに,(鋪，閥1参照)船首を北鵡二向け,右舷に
約'0旗の傾斜をなし,船鬮ま推進器附近にて約3米20
埋没,船首は埋没なく，海底質け軟温羅針甲板を水面

毒震撫､綿駕鰯婆懸縦郷
損傷程度はfD前部室所の上甲板は惣睡の篤,船首模
･後部隔壁側に捲れ上り。恥7’隔壁は歪油甚だしく水
密の要を成し得ず,-右舷ﾀ|板に錘曲部に及ぶ蝿裂あり。
。’番油艫（雨舷〕上甲板は船魁中心にて裂け上方に屈
触し，中央縦禰壁は大なる屈曲あるも原位置にあり。
,Fr､61隔壁は飛散して無し，右舷ﾀ版に遥曲部に及ぶ大
蝿裂2ケ所あり。③2謝由鎗耐舷）上甲板は大なる挫
屈を生ぜる‘，辛じて原位置にあり。Fr､50隔壁は1番
鎗丙に飛散し，中央縦隔壁は②と同様である。、ポンプ
室(中央)海出油鎗〔爾舷)の上甲板は歪曲造るも原位
置にあり。Fr.46隔壁は完全に水密を保持しあり,Fr･
45隔壁はその上部力‘§ポンプ室側に垂下しあり。ポンプ室
嵐丙の損傷程度は不明であるも･可成りの被害を溌想され、

る。⑤3番油臆（禰舷）は損傷賎も甚だしく，上甲板は
絃外に垂下し，中央縦隔壁は大部分飛散してなし，船燈

一

1159.74

72．泥土其他附加重職

救助重量 1231.74～
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I
浮力タンク

船尾水鎗

義罐水鎗

船首水鎗

起重機贈

救助浄
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如くなる。

船燈中央部に於ける窪曲モーメントは

－ポツギング状態にてj1"=1620睡米
J

然るにZ4=283,500"
ZB=1,359,000"

，故に遜曲内力は

“＝570斑/海〔引張）

‘"＝120斑/極2嘩縮）

筒丙力を安全側にとってこの3倍としても充分安釜で
あること力割る。

さて，年末より作業着工の諜定であったが，障害物溌
去用の火薬の申請許可に手間坂り，宜際に作業に力‘上っ

〆

たのは二月初めであった。

；螺發の際，飛散歪曲せる甲板，隔壁及移動物壷坂除(ナ
る篤,･破壊を他所に波及させないように細心の注意を擁
って火薬に依り水中切断を資施し約72唾を除去したの
である。船魑の損傷と，水深が浅く･，泥土の埋没の淵係
があって各タンクの坂付に水中切鐵を使用することが出
來ず，全部船底から蕊付ワイヤーを通さねばならなかつ．
た。そこで問題となった泥堀り作業であるが,最初6吋
8吋の空氣鑪ンプとサンドポンプを併用したが，底の泥
土が非常に軟質であり，サン13ポンプ．を必要としないこ

、

とが判ったので，眞室度の高いヒユーカルポンプと空氣
ポJ,プを併用することに依って效率は倍加し，幅7眼，
深5灰のものを大凡2日半平均にて掘り得たのである。

鍵鱒難麗鷆瞬蹴鞠簿
る。之に要した工数は約270である。

４
１
△
ｇ
凸
■
可
１
１
１
０
日
巳
峪
ｉ
０
ｌ
０
ｌ
ｂ
０
Ｄ
ｒ
且
■
■
Ⅱ
，

、

『

1231.74力

口
一

〔註〕後述する如く資際にほ船首水鎗の逢氣排水不能

なりし爲,、起電機船にてこれを代用し，結局120睡一

1.74蓮-38睡＝80.26睡の懲肺浮力を持つことに灌る。
〔第2剛参照〕

モーメント計算

諾罐中央より硲磯重心は船尾へ｝8米33,今船禮中央を
原黙としてモーメ.ン1,を老へると

．鐇魑のモーメント（左廻り〕

1231.74睡×8.33米＝10260.4睡米．．.……①

船賃罫モーメン1、〔右廻り）‐

単位睡米輸睡米
船尾水鎗55×42.4＝2332

■

義雛水鎗・47×39.5＝1856.5

浮力タンク160×42,＝6720

〆 〃160×30＝4800
一

〃160×19＝3040

〃0160×7＝1120

1

②
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一
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次に泥堀り作業に引裁き作業本隊が門司及大阪より陸
綴として來品した。總て海上輸邊に瓶つた篤，天候の關
係で’四・五日室白が出来たのは遺憾であった。直ちに、
起童磯船にて除去物を陸揚げにか坐った，船尾水臆，萎
罐水臆の測深笹及塞氣管を氣密にし，孔蓋に排水管（6
吋サクシヨンホース）と邊氣弁が坂付･けられた。最初識あ
定していた船首水鎗は上甲板が入口扉を塞いでいるため
入孔蓋を取外し得ず，止むなく底部の吸水管（4吋）よ
り1吋の鋼管の先端に.霞ムホースを取付けたものを挿入
し邊氣排水を行ひたるも船首隔壁が水密性を失っている司

′' 130×31＝4030

起重機諾39.74×42＝1669.1可

9523.1睡米…......④

②－の－③、85.睡米（右廻り）隆

起麓機による鯛整鐙は且:夢箒2砿
前述の如き浮力の釣合ひにて今靜水中乾舷ユ米に於け
る最大羅曲モーメントタ剪獣力曲線逹求あるに第3岡の

／、

／---．＼･ぐ昌一Pq二

I

錐2岡
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、爲’徒らに海面を泡立たせたに過ぎなかった｡、
船尾よ･り順次に浮力鋲ンクの]艮付及蕊付ワイヤー〔8
吋)の坂付にかﾑつたのであるが,渤ﾀﾝｸが鰐豈不〆

，備の爲，起重機船にて釣合を保持しつ人作業しなければ
ならぬので熟練を要する，且8吋のワイヤーを潜氷尖が
水中で取扱ふのであるから遅々 として進まず,一日平均
2個宛しか]反付けられなかった。

一方補混用の支柱(松〕を3番油艫内に入れた。この
支柱は非術に效果があった，この支柱は安全荷重を約15
亜とし雨端支持の長柱として計算したのである。．‐
各水鎗に遥氣総り，各タンクへ80％邊氣排水を完了
したのが3月28日であった｡其の間25日に船尾より
3番目のタンクがシヤツクルの破損により海面上に躍り
上り，右舷側タンクに趣裂を生じたので修理に一蚕夜を
要した。

かくて29日早朝より各タンクに邊氣を始めたのであ
るが，船髄中央より船首及船尾方向へと逢氣した。最後
、のタンクに邊氣排水中,般艘が船尾部より浮揚を開始し
・たが’潮汐の工合悪しく，夜間のごと上七，警戒を厳に
しつ上明朝を待った。30日未明起重機船を船首に廻はし
10時の滿潮時に淺瀬（水深約7米〕に曳込んだ。16時の
干潮に機彼室，腱室の排水，約650睡を10吋，8吋ポ
ンプにて大凡1時間にて完了，機械室，雛室に損傷を認
・められず，海水弁も異状なく，残水も移動を認められな
かった｡同時に室所,1，2帝鎗の防水作業に取りかLつ
た。粘土セメントにて4日を要したが，破孔の大なるた
め果して防水の效果が梁るかどうか非常に心配したので
ある。曳航のことも老I鞍して確質な防水として船内より
鐵筋コンクリー1,を施したのであるが………かくして干
潮時に10吋，8吋ポンプにて排水するにトリムの關係
上，約1400睡位しか排水出来ず，從って船内よりの防
水は望み得ぺくもなかった｡船首吃水6来,船尾は7米
である。更に綱風として船橋より船首部へ6吋ワイヤー
3本にて靜索を張り，自由水面を考慮して復原力を補ふ
意味から浮力タンク10基を船側に固着したる雄曳航す
ることにした。

閂

一

草

〆

心

ー
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、

浮揚救助に成功した陽心丸
昭和24年3月30日’ 1－

0

した。

當日は天氣晴飢風波なく絶好の曳航日和？と患ほ
れたが,正午過ぎより風やL蝿ポンプ船の同行困難と
なりたる爲同船を1時風下に避難させる。防水破壊さ
れざるやと大L,に危倶す。久ダコ水遁にか上る頃より西
風狼く雲低けれど追風を利して進航す｡平均I錬跡勺3節

輔｡安居島附近にて日没となる｡齊島附近より風波益
狼々く，交通船を木ノ江に向け避難さす。陽心丸もどツ
チソグ激しく，船臘#韻と防水工事の破壊を幌れる。
(第4岡）

，木ﾉ江までゆかねば避難すべき場所もなければ運命を
天にまかせて，全員一致して船速を早める。その間ポン
プ船にて排水せんと思ひしが，風波の馬作業意の如くな

、

’

航臭

最も懸念せるほ曳航問題で，郵也より因島の土生迄約，
80浬，獅立せるカソリン又ほデーゼル驍動の排水ポンプ
の整備不充分なるため8吋のポンプ船を同行さすことに
した。4月5日未明,､北斗丸〔150馬力曳船，にて陽心
丸を曳航，それに卓成丸〔150馬力),ポンプ船を同行さ
す。途中の不慮の事故に備えて，起顕厳翻普を打出丸(320
歸力曳船）にて曳航，交通船を之に配し一路因島を目指

ｺﾝプし．”-形

隅心丸曳顔闘図交鍾弱
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らず，ポシプ船の保全に蒲一杯であった。漸く’2時過
ぎ大下瀬戸に懸ろ｡島蔭に入った爲稽波治まり一同愁
眉を開いた。1時過ぎ木ノ江沖を通過潮流良好にして,，
風おさまづたの,で，因島に態行することに決める。平均
時逵約4節言ある8力艤からのリギンズテムは非常によ
く敷いたと思ふも

かくて，5日午前7時無事，因島土生に着いたのであ

る。かふる損傷程度の大なる船の救助曳航は綿密周到な
る計劃と準備が庇要であると共に不澆不屈の心構えがな
ければならない。最後に本作業に際し種々 御援助を頂い

た日立因島工場に謹んで感謝の意を表する。
（株式會吐岡田組技師)‘・

'

＝

グ

ー

－

‐⑫7頁より）・

て置き，叉一方渠産の蝿く上には之に蚤施した凹状金物
を船が正しく結合される位置に固定しておく。岡中イロ
今､及び②(揃者の凸妖金物の位置を示誕先ず鵜尾部のザ

入渠農イの部分を接底せじめ，海上「クレーン」を解放
して扉船を閉める。然る後は渠中の水を排水するに從っ
て戸，二最後にハの順序に各對應する凸及凹の金物を朕
あ合はすめである。この方法は昨年當吐に於て施行され
た敦E型錯の中央部分切坂工事の際試承て確信を得た
ものであった｡今同の雄洋丸に於ける結果ば雨船禮間の

間隙僅か1吋と言ふ豫期通りの成績が得られた。筒外、
板の縦方向の肌の嘘ひ運ひも危煙されてゐたが〔篤腫第
10〕に見る通り殆ど滑かに合はされて居り，只上下方向､
の盤木の歪み代の差が僅かに現はれて居るに過ぎなかつ
-た｡之に依り現間工場の正確な作業が確認されたのであ
る。この結合個所は龍骨,伺翼板及舷伽厚板を除き内側
から縦に糯板を當て上鋲着するの置ある｡
以上で大略船尾工事の作業經過を説明した課であるが
最後に進水から入渠擁水完了迄に要した時間を示すと左翁
圖の通りである。

〃

當日の滿潮は午前8時であづた篤11時

以後の入渠ば吃水の關係で困鰄あった。
從って作業時間を極力短縮して行ったにも
拘らず作業中何等の事故も起らずに順調に
総了し得たことは，各捲営者の周到なる準
備と瓶電なる作業の賜であったと信ずる次
第である。

（三井遥船玉野製作所遥鐇部設計課〕
~
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（30頁より〕

の生じ易い部分や,組合せ上差込承とｻる鍛熔撰憎よ
る歪の集積が寸法等に現れる部分は寸法未決の逃げや，
差込に必要な壜聴きによって餘裕を與へ，また大ブロッ
ク相互は鋲撰として關係寸法の決定が最後になる様な考
慮力;必要であった。

一大型ブロックの組合せ工程はブロック方式採用の利害
に關係深く，この巧拙によって採用の可否さへ云々され

る場合も生ずるのでぅ大いに研究の必要がある。

例へぼ，大プ戸ツク相互接手を鋲とするか熔接とする
か等に亀大いに問題がある，凡てを熔接にすることが必
L_も進歩とは老ｼくられない，最も有效に適用する所に工
作の妙味がある。結局凡て工夫研究次第で問題は解決出
來るものと確信ずる。〔以下第4編次號）

航海用 双眼鏡
｜
づ 15×80×80脚付大型品

×50薄幕・夜間用

特殊レンズ装置
其他各種製造

一｡一塁

7×50

繕濱産業工藝研究所

光學部，

横濱市中随伊勢佐木町1－1
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－ 進水一

摩擦係數

本装置の脛擦は主として｢ポールJ

の同鱒摩擦及保距具の滑り嘩擦等の

綜合摩嬢であり必ずしも進水重量に
正比例するものでは無い承婚動の‐
時期に於いては｢ボｰﾙ｣は比較狗

自由の｝伏態にあり，保距具との摩壌
は殆んどなく，-此の場合の…係数

りほ0.0'6であり次式が成立する。
F=uWF:装澄の摩擦・

W旨.進水壷最、

'二0．016、

此の活動摩擦係数は温度，唾力等

により蘂動する事力無いから「ヘツ
ll

卜」進水の場合の様な始動に蕊する。

不安は全くない。.‐

進水を始めると「ポール」と保踵

具間の滑り躍嬢力輔大するが或る鵜・

で一定になると推定される。此の場

合の摩擦係数腓は賎0.025である。

従って進水初期に於いては始動も容

易定あり速度も大きくなるが中蛎以
後は等加速度運動となりsteadyな

進水速度にだる･･最絡速度は「ペッ

ト」の場合と略同様である。

ボール受装昼一

｢欝雪雛鳥蝋#､羅篁
移動し初めに配涯された間隔の2倍
の間隔に固定臺上に残留する事にな

る力華の他は固定蕊端より水中に落
下する。此の場合の「ポール」を収．
納する篤恵眞の様な「ポール」鍵庭
置がwayendに取付けられて居る
之を要するに「ポール」式進水装遥

は從來の進水装瞳に比し，負荷能力～
及摩擦等の鮎で優秀な性能を有し，
且温度，睡力等による鍵動の懸念力童
ないから進水計遜に充分信頼性があ 』
ると同時に恒久的反復使用に控える‘’

を以って進水經謹の節減〈雄大であ’
る。筒今日迄の成績結果より見て一

凸

一

〆

|’

三 菱･濫演造船所の．

｢ボール」式進水-装置

特許登録第177~590錐一
，登録日附、昭和24年1月31日

申

4

船磯が船蕊上で完成すると，之を

謹助して海上に進水させなげればな

らない。船の進水"最は中型船でも

2000～3000砿，大型船になると5000

砿以上となるので，此の穫助は極め
／

て瀞かに且圓滑に行はなければ重大

なる危嶮を伴ふ。此の目的の爲に從

來「パラフィン」「ヘツ1､｣の如.き油

脂が滑劃として使用されて来た。然

し乍ら戦後之等の油脂類ほ極度に不

足し，良斑の遡泳用油脂を得ること

は極めて困難となった。斯くて油脂

を使用しない進水装置の研究は造船

界の急務となり，営所に於て學げて

苦心研究の結果1947年鼓に「ポー

ル」式進ｽI蝶置が完成されたのであ
る。本装篭は進水蕊面に銅板製「レ
ール」を卿j･け共間に直礎90粍の

鋼球を配置し，鋼球の移動に依り船
膣を圓滑且安全に進水せしめる装置
である。

昭和22年12月織演造船所に於
いて,600噸貨客船こがれ丸の進水に
初めて使用さ#して以來D型貨物船’
c型貨物船等数隻の進水に使用せら
れ俊秀な成演をおさめて居る。

の傾斜をもつ25m/m×25m/mの

バー｣ｶﾂ容接されて居る。「ボール」

の直經は90m/mzE0t5m/mで材

賀は高クローム鋼である。「ポール」

の材質は高ク戸一ム鋼にかぎったも

のではなく軟鋼製「レール」よりも

硬度が高く且緬鑿を受けても破壊し

ない張靭なものであれば良い。水中

に入った場合に發錯しない様なもの，

であれば最良である｡高クE－ム銅

を使朋した場合のボールの遜度ほ，
BUCKTON認識機により50T迄荷

重詞鐡が行はれたが其の結果殆んど

歪なく，使用荷重に對し充分安全で
ある事が確められた。

使用荷重、

對睡懇度については「ポール」は

充分の弧度を有するが故に「陛一ル」

の謹度が間迩になる。「レール｣の涯

度は~-.面より「ボー姓」の集中荷重・

を受け，他面より均等荷重を受ける

zI皇板の強度と老へられるが故に板厚

の2乘に正比例する。寅験の結果次

の賓験式が成立する事がわかった3

1)=18t21>=降伏荷重(斑）

t==板厚(粍）

從って「ポール」一個に懸る雫均

荷重を1)Inとし

1'm<10t2

とすれば充分安全である。現在使用
中の者のはt=18m/nﾕである故
J'm<3,000kgとして使用して居る。
船尾浮揚時に於いては滑動塾の前端
が其の位置に於ける固定蕊にはmt
~20tの荷重を受ける故「レール」
を二重張にする必要がある。

－－39－

構造
へ

口繪富眞に示す如く「ヘット」進
水の場合と同様に組立てられた固定
蕊の上面及び滑動蕊の下面に鋼製レ
ールを取付;け；其の間に一平方沢に
､一個の割合で配置された鋼製ポール

ほ保距具により一定の距離間隔を保
持される。船燈は此のポールの鱒動
により進水する装置である。「レー

ル己lは軟鋼板(18m/m)の上に45度

蔑噸級大型船の進水も可能である事
が賞識されつkある。

"
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一 船の科學一 一毛

勢需物資-の現状をきく
、

－船を造る養材も大切である海，船を造る人たちにとって，その能率向上に峡くこ
との出來ない努需物蓑の現朕はどうか，船舶局副材課の嘩沖氏に御伺ひ致しました。以下はその厩要を記載致しました。－

少
Ｕ
２
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f 藤 ，沖義●‐
嫁 抑義男

一駿的に努需物菱は,指定生産菱材に封し傘二義的に銅造船〔一般業種〕1日1人鴬380瓦〔2合7勺〕解され萄關係からとかく等閑魂される傾向がある｡、木造船〔，，．），′280瓦(2合〕しかし物の生産は養材面のみで解決.されぢものではな船舶造機〔〃・〕、〃170瓦〔1合2勺〕〈,、一に努務者の稼働如何に依るものであるから，之が
本年産に於ては次の目穣を武徹せしむる爲，關係官麗勢務者に詞し褒賞的意味認加へて低廉な物養を遥度に‐に對し努力したいと考へて居る。，11

配給し，生産意慾を向上させることも勢働行政の一つで．イ．特定業種とすること
－あって，其の重要さは相営高度に評侭されるべきである。船舶闘係は一般菜種である爲，地方の鍔鋤基準局に於・営局に蕊ぞは昨年十一月，從來の努需物蚕事務闘係者をて枠の操作を爲すごとちなるが，地方勢働蕊準局は多一，数名潜員し，一係として努需物賛係が新設され,~全図20
擬態の勢謬蕾に識…菱の“廟繕篝に講し,率橘鯛｜蕊露駕震霊耀蕊急蕊麓誉に活蹄すること蚤なったのである。官．船舶遥穫業の加配品を280瓦（木造船業と同様〕と然るに其の麓發令された經涛九原則の変施に伴ひ，之すること。
が總ゆる面に影難し，侍に我が造船界に於ては融養の硬一軍勢鋤の船舶造擬業が170瓦では，他の業種との均衡塞，生産蓑金の未鈴等に依って養金難は漸次漣醸となりがとれ斑3．4ざ

従って鵬買力は低下の一路を辿って，昨今に於ては必要〆
物蚕と錐も廉侭なることを條件とし，且現金支採にも相 3．酒煙草に就て

誉の諺職を鈴はさ･るを得ない苦境にある。一酒は営局に澱て，煙草は地方海迩局に於て各割當しで
､16雰務者報告 一居るが，近き將來に茨ては酒も亦地方に落すベメ，目下

大職省と折術中であ．る。最近に於ける割営は次の通りで、努務者数報告は,､総ゆる物養確得の摂幹と法るものあって‘
で,'正確なることは勿論報告期限は侍に厳守きるべきで 23年1坐半期割営(石〕同“半期割営(石〕あるが，正確さを疑はれるのも相営あり，且報告期限内鋼造船81,934t,9,000
に到蒲する毛の少〈，集計に困難を来た.して居る蛮状で濟木造船25,00025;600礁鐘“､,”“"，あった。

徒って從來經濟安定本部，商工省或は農林省等の物養23年上期割営(本〕同上下期割営(本）開係官臆より勢渉者對の養料提出方指令があった場合，銅造船86,00091,000未蒲のものは從來の蜜議に所謂カンを働かせて遼営に算・草｛薪難詰:W::::::
煙

出し，提出じて居ったのであるが，種々の障害を招來す
るので，昨年12月lより報告様式を改正し且正確を期す
鯛｢勢瀦殿は勢…米｡識象と…｡｣を報蕎耀謹灘鱗漉灘鶏篶惇裟護鰯するとと画した請果，從來の報告人員に比し相営の愛化給は必然的に減少し，酒は1入営1合，煙草は1入営10は示したもの鴬正確さに蕊て一部所期の目的を逵したの本見営刺激する見込である。
であったが,,絢報告期限内に到着せざるもの跡を絶たず億昨冬の修繕躯調期に封し酒162石〔1人常3合)，煙之等に封しては前四半期報告（三ケ月前）を採用するこ草109蔑本(1入営20本）の特配があったが,本年産はと豈したのである。従って人員靜加の向は當然配給面に不可能のやうである。不足を來たす課であるが，之は報告の提出遅延が負はな
．‘ければならない責任である。 4．衣料品

併し之は一に物蓑両の多少如何に影懇するだけではな●昭和23年度の劇営鮎数は
′〈，主務官蝋．としてその鼎の輕重を間ばれること蚤もな 甲鐡〔作業衣〕

るから，閲係官照との折衝に便なるやう，報告期限を鮫 鋼造船心1人賞2．1黙．409,000鮎
守される.ことを所るや切である。′〔内放出綿布)18Z600鮎

2．加配米に就て 木造船〃168鮎190,000黙
（〃）85,000鮎

現在に於ける労務者加配米は次の通りであるが， 硲舶遥穫〃1.8鮎118,000鮎
〔′′〕53,000鮎、

オ

.

恩

一一・40．－
句

ノ〃

、

ａ

‐-一塁二



里

1

で作業衣は上下2鮎であるから，氷造船並船舶逵稜は年
間當一蒲に充たない朕態であって，銅造船に於ても假令
一清営の配給があったとしても，人員の制限がある爲’
全員に行渡るには尚遠しの窓があり，加へて次の時代を
背負ふく昔養成工は全然皆無の妖態である。依って之が
袖填策として，職出船建遥に依る勢務者の増加等に依り
開係官鱒に封し，養成工用としては復興公国買入中のも
のを各特配方，目下折術中であるが，更に災害防具用と
して原反の枠を狸得したから，目下同罐服其の他に加工
中であり，叉作業衣其の他の袖修用として,プェシッを
三予獄特配方i'誌してある。
乙類〔軍手，タヲル，靴下等〕
鋼遥船1人嵩－1．5鮎43,330鮎

，1．3鮎木迭船〃20,840鰯
1．3鐇船舶造機〃12,389黙

事業場に於て最も必要不可綾のものは軍手一翼'職で
あって，年間’双弧では到底足りるべくもない。依って
開係官臆に目下増配方折衡中であるが，之が不足を鋪ふ
爲，災害防具用手袋として原反を独得し，加エの上配袷
する事布製手袋等も希望向に配給して居る。

5．ゴム履物類

造船所に於けるドック作業にはゴム長靴が必要である
が，大衆的にも勝又競的にも，．・ム履物の王座は地下足
袋であって，從湘よ年間40人にr足程度の割営であっ
たが，最近に於ては14半期7鯨足を澱得し得たもの種
黄金闘係其吻他の理由に依り引取方進捗せず，過去の引
取;伏態では，枠を削減される虞れがあるから，此の黙を
特に注意されるやう希鼈して居る。

23年14牛同34半期同“半期
期割営〔足〕割営〔足〕割営（足〕

地下足袋20,00060,00070,000
1，8002，000，‐2，400半長靴

1,000ゴム長靴ナシ1，000
深靴ナシ2,0002,700

ナシ3,000ナシ蛭考T‐愛化,編上靴．ナシ3,000ナシ
何現在の配給機構は，現物化を容易液らしむる爲昭和
22年末以来，東京都に於て一括現物化し，地方に配給し
て居るが，此の爲には最維小蛮公定領格（税込1921剛40
銭）は運賃，荷造其の他諸掛とし1足営20側を加算し
↑二212側40銭となり’14半期2寓足程度の過去の如
き割営溌価少の場合は兎も角として，現今の如き大艇の
枠では彪大なる金額となる。依って卸寅公定侭格を以て
入手し,』識公定慨格との差額14側を以て運賃,荷造
其の他諸掛を賄へ感鍛維小頭公定慨椛を以て，各工場
事業場渡増なり，合法的な配給機椛となるので之が逹成
の爲目下關係の向と交渉中である。若し成功すれば“
半期のものより寅施する見込である。

6．石鹸

石鎚の割営は漸次増加し，石鹸配給規則の改正に依り
24年度は相営宥加する見込であるが，之で満足するので
,稔ない。戯的にも質的にも我々 の努力すべき除地は多々

■

、

一船舶費材一

ありと老へられる。

23年14学期割営同34学期割富．同44半期割営
固形石鹸134,800個．172,000個172,000個
粉末石鹸ナシナシ10蓮

7．甘味品

1日の努働に1杯の酒も必要であるが，特に疲夢の場
合は，肉綴的の要求に依り，老若男女を問はず漏望する

ものは，1個の甘味品である。現在に於ける配給の對象、
は，未成年男女並女予に限定されて居るが，成隼男子に

も之を及ぼさなければならない。昭和23年度の割當は
鋼造船1人1ケ月－30匁

木造鍋〃10匁
船舶造機．〃10匁

であるが，砂糠の稔入遅延に依り，下期分は今筒配給さ
れて居ない朕態である。依って之の對策として農抹省よ一・
り碑麥50誼の特配を受けたから，I目下ビスケットに製
造中である外，更にドロップ．に加工配給する篤，農林省
に對し澱粉5千貧の特配申誌中である。、

．8．むすび

以上努需吻養に就て概述しﾅﾆのであるが，‘崎好の物養
が入手し得る場合，銅造船關係には銅造船厚生協議會の

如き諮問樫闘がある爲，非常に好都合であるに反し，木．、』
迭船並船舶遥糎闘係には皆無である篤，勢ひ銅造船關係

にのみ物養が流れる傾向となるから，木造船並船舶造機心．
闘係にも此の種の機闘が必要であると老へられる。

とまれ物菱の謹得は官民一致の協力に依り鈴愛す.るも

のであって，他に依存するが如き傾向では，到底希望は

達せられない。現場に於ける勢務署の切寅なる叫を聞か・・
せる爲にも，各位の協力を期待して止まない次第.であ

る。

’

’

近・刊書

船紺電氣装備
三枝守英箸

（石川島造船所電氣課長)．

A5｡300頁豫定定憤450圓（〒35)

営協會へ直接御申込の方に對し3ケ月

分割桃の便をおばからひ致しまず‐

（第1同識約挑込185圓7月末〕

東京都千代田唾西祁田2ノ3

，船舶技術協會

振替口座東京70438

｜、
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自醤船については上記減債償却額

を運賃算出の基礎とすること。、

の蛮施を要望し，之が麓現不可能の

場合の評侭替は全‘て無意味で，その

際は評慨替は坂止めて，侭却には再

評偵に對する相嵩額を償却出来る様

な税法上の特別措睡を里えでいる。

船主側で概略算出した現在船舶て新一
p･、

遥船並に耐用年数經過後の鋸舶を除

く）の再評侭額及それに件ふ新償却

』

資産評侭替と減漬償却

．に關する海運界の要望一

・海運は本年4月定期傭諾制に切換

、えられたが，その定期傭船料は昔の

裸使用料をそのま坐蠅したため，
・減債償却費は最近の新造船以外は當

，・時の取得原債が算出基礎となってお
り，錯債高勝の認伏でほか上る僅少
一の償却では新船調達に到底不可能で

|國内ニュース’10■

の企業意慾をj<失せしめない様，こ

の際根本原因である資産の評債替を

早急に愛現して貰いたいと要望して

ゐる。即ち

國詞吏用對象の船舶の赫船料は再

許債後の船償を難礎とする藏侭償

ある。折角定怖制に切換えら才硝皆主却額を麦挑われたいこと。 謬懲言は下記の通りである。

差 額
G-H=I ’新評慣による華準船繊｜E

6,417,ss9,0271
”"垂091｜ワ－

4,'99,"76,m'|

F蟇悪妻1

額
却
却
唖
錦
班一》

夕
，
分
〃

》
Ｇ
御
哩
御
殿

俊
鎚
理
怨
三
蝿

二
ｒ

調
融

巍行彼謝'年額｜H，．

6，“2401
66,396,9531
‘9,732,0261
149,803,7191
272,107,9381

船・種

在來船

職標船

津一夫緩行船、

第二次，績行船
一

合 計

識
哩
一
，
翠
一
一
盈
一

693,575,699,

3,077,787,286

673,808,916一
Ｌ
－

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ご
・
・

一
ゴ

’ナ

|28 305,181,459

534
4,750,353,360

一

能率，居住設備等に必要最小限の工●

改A型戦潟沿改装の成り行き事を施す｡アフトエンヂンの熱と
24年度新造船計謹と並行して改Aしタービン（申25號〕のノツルの
型船の改装工事がとりあげられて糠改造，汽罐を2縦から3罐とする。
討されているが,外航適格船としてこの程度電ほ-NKの最高船級は得
の艦級を〕展得するには改装費が少くられない。・

も.2憶圓を超えること，從って限ら一第2案三島型に改造し機關を中
・れた産業資金の有効な利用の問題采に移す。その他ほ第'案程度の最
船舶公圏共有制度の問題等の他に技少限にと壁める。但し機關はそのま
術的見地からも次の3案が考慮され上とするか，新しいタービンに換装
て新造船との比較に縄､て耐用年数し3礎としsuper-heatercoilを入
も考えると；政A譜妬隻の中，果れる案もある。然しデッキ及びシー
・して何隻力亜生ず･るか船主側＄臓重アストレーキを大幅に換えないと外
に研究を進めてゐる。兎も角，何れ國船級取得は難しい。
に落着くとも敵A船改造の問題を深第3案長船橋鯉(LongBridge)
く堀り下げて凡ゆる瞼討を議して初とし,船橋前後端部を袖艇する。磯
めて利害得失も判明するごとで,技關及罐を換装す-れぱロイド船繩ご取
術的な建遥上，運用上の問題を衆智ることが出來る。
をあつめて械討することほ是非共必以上3案を通じ船燈の補躯改造の全

一要なことと思われる。以下､8案を示主なるものは，二重底を新設する。
皇“すと，

第2甲板を完全な鋼甲板とする。現
第1索郵伏を成可く蘂更しない在のframespace(900粍)の中間に
で，滿職吃水線規定及船舶安全法にframel本を入れる。居住歴を後部
合絡する程度にとどめ，態度，運航より中央部に移す｡甲板のdoUbling

一

-42－

plateを入れたりbeamの補狸をす

る等である。■三一

第3案の場合で，同型の新造船に．

比して材料は’/5，便絡は’/3約2－．

憶圓，工事期間は’/2～'/3程度で

約5ケ月･と見‘つれている。、←

＝富貴春丸進水す

第4次D型船で一時保留となり，

4月に漸く許可された船主力詮額自

己調達という日本海蓮界の復興に先

鞭をつけた第と-．船が，その名も船の‐

美を謡うかのような‘‘冨賀毒丸”と
命名されて去る5月28日三菱繊演造
船所で華々 しく進水した。
新日本汽船の子曾杜である内外汽
船が引受けたものでその熱意ど奮闘
に加えて，建造所全員の新造船最後
の船への懸命の努力力識を結んだも
ので，7月には竣工というスピード

振りを示している。口繪富眞に見る
通り横演造艦所特有のボール進水を
行った。
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呼ばれ,､1k,1,3,8,29,40哩に調溌

される。

新考案は又二焦黙式のスクリーシ

が可動になってゐて；使用者の身長
に合せて任意に上下出来る6④l前の
ものは眼の高さに固定されてゐた）
又展望をよくするため，船員が前方
の任意方向に向けることが出来る。

頁

型板圭不用にする器械

、複雑な曲線を複寓し，穆來の型板
製作を不用にする驚くべき新しい可

澆性の型板力撮近市堤に出た。
この類のない型阪は数秒で曲線を

蜜物大に複寓する。任意の型輪廓曲
・線又は曲率に合せて固定し，任意の
位冠に之を移動することが出來自由
にすうれぱスフ・リングで元の位涯に戻

り，直ちに再使用が出来る。‘

製造者によれば本器は組立及修繕

業者に峡くことが出來ない。そのわ
けは露曲した材料を組立てる場合，

叉は同じものをうつす場合本器によ
れば全く試験的の取付を行ふ必要が
なくなるからである。

、本器は頑丈なパネ鋼とアルミ瀧造
で出來てゐるので次の如き多数の用
途がある。パゴプ曲げ工事，導管の
麹曲，型収り,lofting,リノリウム
のはめこみ，薄銅板型坂，カラス板
錘曲，組立型版作業,木材浬卿鋲他。

改頁･された表面硬化粉剤

SurfaceWeldAと呼ぽれる改良さ

･j"二表面硬化粉割がリンカーン電氣
會紅から發壷された。この粉割は炭

辨鐡鵜雑誰藤
られる。この表面は摩粍及腐蝕に對
して非常に弧い°
S1]rfaceweldAは雁用範函の炭い

使用特l生をもってゐる。その優れた
性質の一は，之が一本の炭素電極で
交流質劉､に使へることである。又二
・本の炭素電極にも使用出来，炭素電
、極を陰極にす．れぱ直流にも使へる。
gnrfabewelfiAは表面硬化電極が

必ずしも使用出来ない次の様な箇所
~1ﾐ應用説る様に設計された｡a)薄板
.b)薄盛金c)小型交流熔接機と共に
使用する箇所。

この物は叉若干噸酷な條件下に

各國の造船と海運

・ミイギリス1949年12月末現在誉
500認噸以上の商鐇は約19》250,000．
需噸で前年に比して約64萬辮頓の
増加｡その中タンカー以外の繩ぼ
15,456,000總噸2タンカ鰯-は3,794,P
000総噸｡借渡礎中の船は100織填
以上の商船約200蕊総領でユ/3は職
、出用であり，叉全魁の約1/8はタン
カーであることを見ても，タンカー

の菟鎧と職出に主力を向けられてい
る鎌である。尚昨年中の輸出總計は
“勢頓，約4,000萬ポンドに達し
〆港
・フラシス鐇丘の傭勢は詳細に分

らないが，1948年i月に於ける商
、職恩計は約1,180隻250万總噸で．
－錨貨物船力津ぱ以上の船腹を占め
タンカーは60隻,3蝋纈頓である。
ノルウェー1鍵8年末現在で450

萬總噸で1昨年に比し約50萬綱頓
の増加噸ある。術その中新造船は45
萬總噸で尻上りに建造量力蛎加しf亡
いる｡

アメリカ昨年度の造鰡ik況を見

ると，殆(,ど自國船主よりの注文で
建造總噸約40万噸であった。筒建
造識定の船舶の中32隻,約80蕊重
通噸のタンカーがある。1－ｨかも平均
24000重量噸で3蔑噸以上のものも
含まれ大型タンカー建造に零Iﾕさて
いる。しか1ぐタンカーの充足と共にポ
．このま上推移すれば新造船建造も漸

減してゆく様である。．
××

於て表面硬化電極より，好人で使用

される。粉濁Iは水と混合すると糊状

となり平面にも曲面にも粘着する。
勺、

S11TfaceweldAの滑かな緊密な盛

金の硬函ま一層で約54～61ロツク

ウエルCで，複層の時は57～63で

ある｡硬度は多少混和物の蛍によっ
て塗る。この燭妾部は綱で硬度を
保ち，謹講に耐へる。不鋳性はステ
ンレスに比肩する。

日
■
■
■
１
Ａ

二個の展望スクリーン－

を持つレーダー

二個の展望スクリーンを備へた商
用レーダーが始あてp:E･の舶用電
子技術者の手によ？て諾成した｡之
によると望遠鏡の｢二焦黙｣式と同じ
様に,､同時に速い所と狐､所とが見
える。

大湖の鐡獅運搬船ﾚｵﾂプレー
ザー號上でこのﾚー ゞー を試蹴に
用ひた。レーダー鵬用の有用性をか
なり擬げることになると期待されて
ゐる｡.凡ての範函に於て鮮鋭な像が
得られる。

訟湖地方の狭い運河や港にも，大
洋の凌い水面に＄適當すゑレーダー
を設計する計謹の結果,謹面は7吋
と12吋に定められた。

前者は常に半径2哩のレーダー像
を與へ，安全スコープと呼ばれる。
大きいスクリーンは常朧〈．F･プと
’ノ
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・ 器械

航海といふものは普通一種の技術
と老へられてゐる。それは根本的に

緒乗りがその道に於て一技術家であ‐
－るからといふ理由からで謬る。彼は

天文學者でも數學者でも，理學者で

もなく'･た蛭特殊の方法で，凡ての

之等の霧嘩を使用する人間である。

羅針儀の發明と發逹が航海の發展
に與へた力は他のいかなる發明に窓

優るものがあるが，之が多少粗末な

漉式で明らかに使用された後数百年
にして漸く大航海が記録せられた。
ヴァスコダカマ，ディアズ，コロン

，ブスが有名な航海を行ったのは,5世
紀の後奎I≧になって力､らであった。そ
、れ以前にも重要な航海が行はれたか

も知れないが，それについづま我々
の歴史に記録が建つてゐない。
今世紀の初に磁氣羅針儀は高度の
發達をしてゐたが，鐵鐇及銅船にあ
‐つては，それが非對穂な磁氣質量に

函童れてゐるため良､縮果を得るた
めに大きな困難に遡遇した。1734年
までにジヨンノ、リソン(まクロノメー

ダーを發明してゐた。之は航海用と
して必要な緒度を保持してゐたが寅
用富れるには大さを減じ，その精度
を更嬉上げる必要があった。

六分儀より先に現れた天文観測鱗

"15･1M紀に發明され六分儀が作ら
れるまでに種々 の發逹の段階を通っ
て居た。ニュー'､ンが現代のものに

よく似た六分儀を提案したが，彼は
この器賊の理論，原理をむしろ多く
あたへた。フィラデルフネアのトー

マス，コマツドフリーが1730年に最
初の近代的航獅Ij六分儀を製作した
と信じられる。

この歴史的の要約から，細部の發
達は別として,｡-今ll上紀初頭の航海者
は2世紀以上前に使用せ頚Lたと同
じ原理的器具を使用してゐたことが
明らかである。

‘‘もはや不思議ではないその力に

ついての我々 の知識及びそれの作用
機能の眞の法則を熟知することは漸

次婿加して行くであらう。今やダリ

ウスグリ畠ンヌが蜜證したから，数
世紀の間科學玩具であり灘畢者のあ
そび事であったこの器械が航海造船
關係以外に於てさへ，技術，工業に
最も有用なものとなっても驚くには
篭らない。譜舶關係の分野に於ては
余はそれが完全な疫睡に達してほゐ
なくても大きな愛用的の進歩をなし
たと老ず、てゐる｡”

．、｜’｡

海 外技術資料
P

、
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最新航海器械

ヂヤイロ羅針儀

190S年に米國海軍のL.H.Cha-

ndler中佐は磁氣羅針賎の歴史，發
ユ」

達>使用に關する論文を發表した。

之に關する読術に於て全く､新しい形

式の羅針溌一一筆ヤォロスコープが
北を指す要素となってゐる〒－につ

いて註鐸が行はれた。確定的に言へ

る所では，ヂヤイロ羅針鱗について
公式の謹言が行はれたのは之が最初
であって，このヂヤイロ羅針隣の雛
はやがて成長して多数の新しい革命
的航海器賊の先駆者となる運命を負
うたのであった。然して之等の器賊
は帆から蒸氣への移行と共に急激に

航海方法を改善することになったの

である。この論評はスペリーが器械

の説明をしたのちスペリーは次の如

き非常に豫言的の言葉を附加へた。

‘‘多くの異った形式及び種々 の目

的のヂヤイロスコープに關する個人

的な観察と經騒から余は次のことを

附加へたい。余はヂヤイロスコープ

の將來に確信をもってゐる。船舶關

係者は確にこの騒ぐべき器械から大

きな寅質的の援助を期待するであら

う。之は船を糊導するのみならず海

上に於ける船舶に他の重要な艇範函

な關係を有する様になると余は瀞言
する｡'，

’

之に伴って急速に發

達した他の航海器械

スペリーの諜言は，恐らく彼が老
へたよりも急速に高度に愛現した。
彼もその時代のどの科畢者もその後
に引きつづいて現れた他の壷要な航
海器械を溌言士ることは出來なかっ
た。ヂヤイロ羅針隣に稜々 とつづく
ものの中に，無線方向探知磯と測梁
俵があり，1920年代の最初までに，
船舶の航海器械設術は今日の位麓に
達するまへに通過すべき二つの相の
第一を完成してゐた。

ヂャイロ羅針俵に於てはヂヤイロ

の同韓，地球自韓及び竃力が組合さ
れて“膜の北方”を指し，船燈構造
や貨物の鐵や鋼に影謹されない器賊
を作出したのである。その上にヂヤ
イロ羅針儀はその指示をレピーター

侭傳へることが出來,このﾚピー ﾀ

はー多くの有用な目的に役に立つ。
た.とへぱ便利に据付けて撫舵羅針儀
に使用したり叉ジンバルに支持され
るときは天腿や地上の物燈の方位を
得るのに非常に有敷ごある。之によ
って船の方向が自動的に記録され，
自動操舵の方向記録が典へられる。
無綴方向探知機はどの方向から無
線信號がきたかを決定する方法をあ
たへ，それにより位置のｵつかったラ
ヂオピーコン叉は遥信局と蓬識して

｜
｜

’
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1)DeviationoftheMagnetic

CompassAboardSteelShips･

ItSAvoidanceand'Correction,''

byL.H.ChandlerjTrans.Soc.
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あるが$6radiodetectionandrang-

ing"("腺による發見と測距〕をち壁

めたものである。之が商諾操縦者に

きわめて有用であることは明らかで

あって,､戦雲がすっかり晴れきらぬ

うちに多数の製造者は商譜用の設計

F考慮を梯ひ，それから市場に現れ
て來た。

レーダーは雨天叉は不良の天候に

於L鰯､てその方位と距離に従ふ可覗線
の丙にあるすべての周悶の物鐙を暗

示するぽかりでなく，之等の物踏の

任意の一つへの距離を正確に測り，
その正しい方向を指示することも出

來る。このことは,展望のよくきく
條件にあっても，多く･の航海者がい
つも一つの器峨に望んでゐた以上の
ものを資現したのである。

軍事問題の第二は海上遠隔の黙で
天溌測量に頼らず@6fix''を決定す‐

ることで，時間を百萬分の一秒まで

測定出来るもう一つの電子装置によ

って解決される。この装置はローラ

ン(1oran)と呼ばれi$longrange

navigation''の略である。之には戦

略的位置にある邊信局と艦上の藍信

機とを必要とする。

レーダーと蓮ふ黙は反響を含まな

いことで，無線方向探知機とほ方位

を含まない所が運ふ。之等に反して

ローランは,－－對の特別の逢信局の

二個の各々からの距離の差を測定じ

て，位置線即ちその線上の一黙に艦

の存在する線を示すのである。この

位置の二組の線の識みが得られると

雨線の交りが求められかくして船の

位置が決定さﾂLる°

レーダーと同様に商譜操縦に對す

るローラソの憤値は早くから認めら

れ商業上に使用されるものが製作さ

れ始めた。

ローランの線と連絡Iした海圖が出

來てゐる。その線はローラン器俄上

に直接示される識みの値に相當する

一連の数によって分類されてゐる。

操作すると，航海者は一つのピーコ

ーン叉は一っのf6fiX''からの方位線を

得ることが出來る。但し二個のビー

コンが範囲の中にある必要がある。
ヂヤイロ羅針賎がこの器械の一部と

なって，本器の厩値は大いに高めら
れ,航海者は方向探知溌の方位を眞〆
の擁針儀の目盛板上に直接讃むこと
が出来る様になった。
測深隣は水深を迩綴的に指示す
る。その原理は船膿上の發香鮎から
香が出てz海底に達し反射し､亡歸っ
てくるに要する時間を岬のであ
る。海の深さを知ることば明かに航
海者にとって大いに便値のあること
で，精密な海圖の出来た海面で僻こ
の賓料ばその位置を雑するに償値
、のある揃助的の役割をするものであ

、ローランピーコン即ち邊信局は合

衆國浩岸警備隊によって操作され,＝
霊間ほ750哩まで，夜間は，1,400

哩董での距離に有效である｡‘ローラ
ンの網目は北大西洋及太平洋の主要
邇商航路上に猿がってゐる。

過去四十年間に行はれた發明を發

展とを結合して,航海者ほ今や有效
な器餓器具を有し密雲霧，暗黒に
、や

も拘らず之等の機賊によってその位
遥，水深，操舵による同頭角を知り
蓮鐡的に30～40哩以内の陸地の輪
廓の形を見，他の賂，物鑑叉はその

近邊の繊厩の助けになるものの存在
と位置を指示されることが出來るざ・

將來の装置の性能向上

以上の新考案ぼ航海者に對して，＝
彼に利用出來る蚕料を選び評慨する、
費任をあたへた。彼は常に蕊針儀の
聯と天穐観測の正確さを評侭する
必要に對して來た｡弩や彼ほ利用し
もる他の源からの蚕料を評痩せねぽ、
ならない。この仕事を適正に行ふた
めには與へられた資料の信頼性と正

確さに影響ずる恐れある條件と共に
種々 の方式と考案、操作原理になれ
なければならないも同時に條件がそ
の様に指示する甥合には古い機睡に‐
戻ることも旧來なげればならな
い。

近い將来に之等の新しい航海器械
にどの様な進歩があるかといふこと
について砥々 質問される。謹言をす
るのは恐らく少し向ふ見ずであらう

が,之は船舶運誉者には重要で何等
かの答を必要とするであらう。勿論
改良は行はれるであらう。

器械の信頼性は更に鞘し，使用法
は易しく且つ正確になるであらう。
併し之等の進歩は細部に開するもの
で漸次に來り，大抵の場合現在の装
置に直ちに態用出來るものと信ぜら
れる。

〔米誌最近競より〕

il

ろ。

自動操舵ば狼本的に經濟的臘値が
ある一方，船をより購確に操舵する
ことによって位置測定の糒度をあげ
操舵零氣まく｡れを消滅せしめる．
レーダーとローランの發逵
現|世紀'二もたらされた航海方法の
發展の第二の相は，大部分第二世界
大鼓の産物定ある。現在の職箏行爲
に於て霧と晴黒のハンディキャップ
に打克っことば絶大な軍要性をもつ
ので，之がためには殆ど無制限の賞
金がその考案の發達に對してかけら
れた。この考案は二唾の器賊の發達
によって成しとげられたP了は近く
にある任意の物膣の存在と位置を示
し，一は海上で自己の位置を正確に
決定せしめるもので，凡てもつとも
ひどい霧と暗黒の條件の下でも作動
可能である。
この問題の節一の部分に對する愛
用的解決は次の如きもの看ある。即
ち高周波ラヂオエネルギーを放射･し
周函の物禮からの反響を陰極線管上
にうけて現はすのである。之はレー
ダー(radar]と名づけられ新造語で

＝
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●
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て固着を防ぐ・。

’､QUestionsandAnswers 冷凍機系の膨脹弁

冷凍磯系の膨脹弁は非常に敏感である。設計上異ﾕ：ド
ル弁に似てゐる。この弁ほ膨脹コイル又ほ蒸化器へ入る
鴻伏ガスの鎚を調節する。かくしてこの弁は冷却される
空間の温度を調節する。この弁が液状ガスを希望の最ま
で膨脹せしあ，この結果カスは周函の空間から熱を吸收
し冷維行ふ｡：
膨脹弁には錯坐を有し故障のときはすぐ取替られる。
弁は決してきつく締切ってはならない。そｵMま坐を故障
する因となる｡冷凍温度はこの弁で調節さ癌が,凡て
の調整は箱の中の寒暖計及び睡論機の前面及背面唾力計
によってチェックせねばならない。弁を通るガス鉦が多
過ぎると睡縮機の吸込管が凍り,設備の效率が落ちる。
この弁に必要な注渤耕幹を良好な状態に保ち，グラン
ドを適正に填める＜と恥だけである。

脂
－
０
ｈ

日

！

ポンプの吸上水頭

ここで吸上水頭とほ揚水す-べき水面と，ポンプの吸水

弁叉は廊漣ポンプ唱の同韓子との鉛直距離である｡､この水
頭にポンプ丙の眞室が打克って液が吸水室に揚げられそ
こから邊出される。

吸上水頭は最高14571bslingである。之ば賓際の高さ

に直調野ばポンプで揚げられる液燈の重さに關係号-る。

高さLft.の水の座力は約0.51bslin2であるから，水

に對する水頭は約30史に制限される6叉少し嘩擦等損

失があるから水の賓際的最大水頭は約26ftである。吸

水弁が水面から26ft以上にあればポンプは働かない。

油は水より輕いのでもう少し水頭が高くても働く。液

禮の粘性は躍擦損失に關係し吸引水頭の高さに影響す

る。油を揚げるに，まい日には粘催の鍵化により吸引最
ノ

大zk頭がかなり減少する．
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↓
電動機の掃溌

發電機電動磯の擶際は室氣,ポロ叉は四聴化炭素で
行ふ｡機械が小さく塵農氷乾L;てゐれぱ綺挺な誤Pがよ
r,。リン1､や屑切は使はな↓職に注意する。糸が捲線？
問iこ残ってちり，水蒸氣,油等が之に吸收され終には設
備を破壊する。技術者の中には特殊ノズル附きの眞筌鐡
除器を好むものもある。それによってち．りや銅粒を除く
のである。船上及陸上で電氣器賊を掃除する皇霧普通の
方法は乾いた睡縮室氣を使ふことである｡之を器波部分
に吹きこむ前に塞氣力戦いてゐることを確める必要力§あ
る。不注意な人は捲線からちりを吹きとばす代りに；ち
りを一杯吹きこむであらう。室氣唾力は501bsi"遁鴬
で，之以上だと絶織や捲腺をゆるくする恐れがある。
溶割を使ふときは凹醗化炭素が有效である。

I

I， J汽套

汽套ほレシプロ機關の大型汽筒に時に坂付けられる。
汽套は汽筒ﾀ陸と入寵の間の同心室間から出來てゐて,‐

ここに蒸汽力麺る｡．同時に排脆孔がついてゐて凝請水を
除いて循環させる。

汽套があると作動蒸汽にある避の熱を供給し初期凝請
を防ぐ糠になる｡叉j金は膨脹中の作動蒸汽に若干の熱
を輿へ,汽筒ﾀ陸の温度をZI鐺化し，大型蔬筒を温め溌
關始動の時汽筒丙に永の溜るの話防ぐ・に有用である。

｜’

汽藝ほ汽筒中の作動蒸汽に若干の熱を與へることによで，之以上だと絶織や捲腺をゆるくする恐れがある。0
って經濟を増加するに役立つ。併し之は汽套系に於て適溶割を使ふときは凹醗化炭素が有效である。
営な睡力の調整と循環が保たれる場合に限られる。 閉め切った所でば有毒であるから使用前に十分な通風
汽套ぼ多少磯關を複雑にし原齢珊す｡この原償で引を確保すべきである｡市場には掃除用の典好な特殊溶郵”

合うかどうかは異論があケ,蝿大型汽筒にのみ付けらが謬るが,十分それにつ↓;て知ってゐなぃ時は火災に注
れ，商船の多くの機關にほ見られない。意せねばならない。絶諜が漂ってゐるときは護電機，電
通曽な汽蕊を三段臘握磯粥に砿付けその操作を適正に動機を乾かす必要がある。パン焼がま叉は賂の厨房用域！
すると・蒸汽清畿掻を2~3％減少する,と言ってよいとを使用して蝿勤ら乾かすことが出来る。乾燥室氣叉は擁思ほれ．る。

椿抵抗電熱器も使用される。内部から乾燥させるには器、

械の中を短絡同路で低嘩の十分な電流愛の電流を流す。
ヂーゼル弁の固着する理由＝ネームプレート上の製造者による定格を超え'なければ之『

－今

、早

劣悪な燃料油を使用すると弁が膠藩し固着してしまふ，は良い方法である。、
之を直-す一番良L,方法は機關の弁の中に1日1同位少 （最近海外文献より〕
量のケ画ｼﾝを唆きかけることである｡之裁倶j正しく
行へ職ケロシンが弁のまばりに堆戯した固い油を溶かしや
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〔註〕＊印は船舶公図と共有を示す。R(レシプロリ,T(ダーピン).速力は巡航(最大〕を示す。0

編隼後言円☆百聞一見に如かずという程のことはなくとも，やはり眼で見て楽しめる，岡とか寓眞で説明する
方が~･屑分り易く面白味もあるものである。まして科學知識の普及には是非共必要と痛感されるので，「船の科畢」
でも率先して嶌眞解読の面をとり入れて丙容充震をはかることにした｡本月號から遜次いろいろの主題をとりあげて
ゆくが識者諸賢からの希望も参考にして船の科學グラフの新生面を開いてゆきたいと思う。
☆リーズース°ダイジエスの先月號に米國シカコ準嘩博物館の話が出ているが，資に羨しい程の樂しい薄物館である／
らしい。鰻樂と研究，趣味と學問そして生活と科學の完全な一致である。
それは3000噸程の船である｡純白の塗装が,輝くばかり美しい｡船橋は丸味をおびたスマー'､な伽線を持って，
青空を厘切っている。此の船はある時は籏濱港に停泊している。ある時は祁戸の港に横づけになっている。そして叉
瀬戸内海の紺碧の海面を美しい白波をけたて上走ってい'る。船舶技術協會の蔵がひらひらと春風に揺れている。スマ
ートなマークである。そして其虚には「船の科學｣薄物館の文字が見られる。一室には全ll上界の船の模型や富眞力蕊
然と並んでいる。ある一つの船の前にあるボタンを押すと，壁に掛っている大地岡の上を豆電氣の灯りが走って，其
の船の航路を示して呉れる。此虚ではエンヂンの構造も，操作方法も賞際にやって見る様な殼術がある。美しく装備
された喫煙室では人々 は自由に職談に興じている。食堂は銀座の一流店より,.はるかに豪勢である。船と海に關する
固謹は世界の凡ゆる國のものが~室に集められて,人々 侭庇い岡書館の中｡ご自由に閲蕊することが出來る。各會吐は
各祉の慶告を兼ねて，此の博篭脅えの出品を競い停泊中の博電會場は混雑しない程度の槻聴客で常に賑しい盛況を呈
している。此の中の選ばれた人々 は此の船の次の停泊地まで航海を樂しゑながら見學が出來る。、隠
此虚で編集子は目を昼まさればならない｡朝刊は現在のきびしい世相を傳えている。そして彼は夢は夢として今日
の仕事を働かねばならないのである。

豫約購請案内種々の都合で市販は極く少歎に限

“{;霧撫(…られますので，本誌確保御希望の方は直接協會宛御申込
一

み下さい。術創刊雛（11月雛）は若干禰刷致しました。‐

バックナンバーも揃・えてありますから御申込み下さい。．定傾愛更等で溌約金切の際は精算して御通知します
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發行所船舶技術協會編集兼發行人田宮

東京都千代田瞳西祁田2ﾉ3印刷人加藤
遜話ブL段（33）4179番
張替口座東京70438東京都千代田睡紳田祁保町1

4

1

t

本誌上への閥皆は旧覗魔鴛、東哀都中央画明石町61噸活築蛎(55〕1260
4

－=諺48－ ／

〃

守鄙
〃

－ 筐二＝ユー 妄



1

色

今ノ
｡嘘

覗鼎
壷

。
Ⅱ
二

■■

■ロ

＝

二
■■

I

）司
）

＝

31隔月|f

キー
一軍

■
・
声
』

JIIB||gg 函
一

■■B

．

■IWall9

E腱化学工對鑑式会祗･毒荊部門
東京都中央E日本橋通一丁目九番地（白木屋四階）
電話日本橋(24)代表3371.1150.1156-9.3281-4.5126-9.5246-9|’ I

船
術
常

喬
優
に

頂いて居ります。

他に船内ラヂオ並に頒馨装置

株式會祗jII西機械製作所
紳戸市兵庫瞳和田山通一ノ玉

東京支店

1･1

東京都千代田厘丸ノ内丸ピル722魏室

L－ P



’
昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
五
日

昭
和
二
十
四
年
七
月
一
日

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
三
日

屯､~‐。－－

‐~＝ー犀一
P

宮

芭各種船舶の建造並修理
一三

昼舶用誌機械製作並修i里

I

~0
口己

‘

１
１

1

東
長
稗
下
横
籏
石

本店

長崎造船所
紳戸造船所

下關造船所

祷賓造船所
廣島造船所

七尾工作郡

２
１印
刷
發
行

節
三
種
郵
便
物
認
可

一
一
一
一

Ａ
写
例
夕
堅
－
‐
ｊ
‐
弓
‐
〆
ｉ
ひ
宛
判
叩
１
１
１
Ⅲ
Ｉ
ｈ
ｈ
ｂ
月
帝
ら
凡
１
冊
Ｊ
１
Ｉ
ｌ
旬
７
１
１
５
、
別
ｐ
Ｈ
夕

哩
■
■
▲
ｑ
ｌ
ｂ
ｇ
船
の
科
學

1－－－‐ー~一・

三 菱菫互業株式會肚
１
１
１
１

ノ

ん
夕
。

’
″
仙
才

ノ
ア
瀞

ノ
三
〃

髭

坐
型

寿

Ｑ
、
、

ｊ

鈴
７

勘

″
厄
〆存弗

″
汐

｜

’
ｈ
■
０
ゆ
１
Ｊlの〕

I

１
１
１

束
京
都
千
代
川
畷
西
糾
田
二
丁
目
三
ノ
九

一

船舶積載用
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船舶に積載して船舶に於ける各種油の
清淨叉は再精製に好評1

最寄の日立製作所特約店でお求め下さい！
尚部攝を豊富に取揃へてありますから、修理・保守等
は、何卒最寄のサービスステーションを御利用下さい
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